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労災疾病臨床研究事業費補助金
総括研究報告書

職業性ストレス簡易調査票の外国版の作成に関する研究

研究代表者 横山　和仁 順天堂大学医学部衛生学講座 教授

研究要旨 

平成27年の労働安全衛生法改正により、常時 50 人以上の労働者を使用する事業者に

は労働者のストレスチェックと面接指導等が義務付けられた。ストレスチェックでは、

職業性ストレス簡易調査票（57項目）が標準となっている。平成 29 年６月末現在、ス

トレスチェックは実施義務のある事業場の82.9％で行われ、所属労働者の78.0％が受

け、0.6％に医師の面接指導が行われている。 

一方、平成29年10月末に、外国人労働者数は1,278,670人、雇用事業所数は194,595か

所で、平成19年に届出が義務化されて以来、過去最高を更新している。国別は中国が最

多（29.1％）、次にベトナム（18.8％）、フィリピン（11.5％）で、対前年伸び率は、

ベトナム（39.7％）、ネパール（31.0％）が高い。従って、外国語版職業性ストレス簡

易調査票の標準化（信頼性・妥当性確立等）が求められる。英語版はすでに標準化され

厚生労働省により公開されているが、他の言語は、一部翻訳版は存在しているがバック

トランスレーション、信頼性・妥当性検証は行われていない。 

本事業では、各国語版職業性ストレス簡易調査票を作成・標準化し、文化の違い等を

踏まえた、職場環境改善等に配慮すべき点を明らかにすることを目的として３年計画の

研究を開始した。 

研究１ 

本年度は事業の最初の年度として、基本となる外国語版ストレス簡易調査票作成に取

り掛かった。厚生労働省が公開している日本語および英語版を用いて翻訳した。手順と

して日本語版または英語版から各言語に翻訳し、その後他の者が逆翻訳を行たのちに、

検討し各言語版を作成した。ペルシャ、中国、スペイン、タガログ、ポルトガル、ミャ

ンマーベトナム語版のストレス簡易調査票（57 項目）翻訳版を作成した。インドネシア

語版は分担研究者らが協力してインドネシア大学医学部で日本語版新職業性ストレス簡

易調査票（80項目）を基にしたものが作成された。 

研究２ 

ポルトガル語版およびミャンマー語版を用いてそれぞれの労働者に対してプレテスト

を行った。満足度に関するCronbach α係数は中等度を示したが、質問数が2つと小さ

かったからと考えられる。全体のCronbach α係数はポルトガル語版で0.95、ミャン

マー語版で0.95であり、高い再現性と内部一貫性が確認された。 

インドネシア国内において労働者を対象にインドネシア語版新調査票を実施して心理
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測定学的検討を行ったところ、一部の尺度は寄与率が低いことからインドネシア語版新

職業性ストレス簡易調査票では削除されることとなった。これにはインドネシアと日本

の間にある労働に対する価値観や文化の違いが関与している可能性がある。Cronback-

α信頼性係数は3項目以上で構成される尺度で0.62以上あり良好であった。日本国内の

ストレスチェック制度でインドネシア語版を使用する場合は、日本人に使用する場合と

同様に57項目版が推奨されるため、インドネシア国内版では削除された項目も含めて、

日本国内用インドネシア語版職業性ストレス簡易調査票57項目を準備し、次年度に日本

国内在住のインドネシア人労働者を対象にデータを収集し検討する予定である。 

研究３ 

アジア圏の職業性ストレスに関する研究の知見を明らかにする目的で、88編の文献を

検討した。その結果、インドを除いてはバーンアウトに関する研究を中心にメンタル不

全者の早期発見・対応、相談体制・職場復帰に関する体制づくりに関連した研究の知見

が蓄積されつつあるが、労働者の休職後の職場復帰訓練や精神障害等の症状に対する事

例への対応に焦点をあてた研究は、まだ数少なく今後の研究課題であることが明らかに

なった。 

国別の研究では、中国は、職業性ストレスに関連した各種の尺度開発が多く実施され

ており、最近は労働者個人を対象とした第2次・3次予防的な対策（第4区分）の効果判

定に関する研究へと進展している。韓国では、職場でのストレス管理および精神健康増

進の重要性が認識されており、心理社会的ストレスに着目した研究が多くみられる。台

湾では、労働安全衛生に関する方針を明確にしていることから、今後さらに研究が進展

していくことが予測される。 

一方、インドでは、研究対象者が第一次産業に従事する労働者であり、心理社会的ス

トレスに関する内容やメンタルヘルス不全者の早期発見・対応につながる内容が見当た

らない。また、その他の国としてタイ、イラン、モンゴル、インドネシア、レバノン、

トルコ、イエメン、フィリピンでの研究は少なくこれから知見を蓄積していく段階であ

ることが明らかになった。 

このようにアジア圏における職業性ストレス研究は国別に進展の差が大きく、労働者

個人を対象とした第2次・3次予防的な対策は欧米のように優勢ではないが、すでに始

まっており今後増加していくことが予測された。 

＜研究分担者＞

湯浅 資之

順天堂大学国際教養部

グローバルヘルスサービス領域教授

和田 耕治

国際医療福祉大学医学研究科

公衆衛生専攻教授

谷川 武

順天堂大学医学部公衆衛生学講座教授

遠藤 源樹

順天堂大学医学部公衆衛生学講座准教授
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浦川 加代子

順天堂大学保健看護学部教授

武藤 剛

順天堂大学医学部衛生学講座非常勤助教

小田切　優子

東京医科大学公衆衛生学分野講師

＜研究協力者＞

北村 文彦 

順天堂大学医学部 

黒澤 美智子 

順天堂大学医学部 

松川 岳久 

順天堂大学医学部 

伊藤 弘明 

順天堂大学医学部 

細川 まゆ子 

順天堂大学医学部 

久保田 章乃 

順天堂大学医学部 

山崎　友丈 

マインメンタルヘルス研究所 

春山 康夫 

獨協医科大学 

邱　冬梅 

国立精神・神経医療研究センター 

冨田 茂 

高田馬場さくらクリニック 

和田 裕雄 

順天堂大学医学部 

野田 愛 

順天堂大学医学部 

友岡 清秀 

順天堂大学医学部 

佐藤 准子 

順天堂大学医学部 

武藤 剛 

順天堂大学医学部 

エスコバル　露　桜子 

前千葉大学医学研究院 

元エルサルバドル大学 

平山 響子 

横浜国際日本語学校 

潤間 拓郎 

ウルマ行政書士事務所 

中川 隆太郎 

多摩大学医療・介護ソリューション研究所 

Ａ．研究目的 

平成27年の労働安全衛生法改正により、

常時 50 人以上の労働者を使用する事業

者には労働者のストレスチェックと面接

指導等が義務付けられた。ストレス

チェックでは、職業性ストレス簡易調査

票（57項目）が標準となっている。平成
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 29 年６月末現在、ストレスチェックは

実施義務のある事業場の82.9％で行われ、

所属労働者の78.0％が受け、0.6％に医

師の面接指導が行われている。 

一方、平成29年10月末に、外国人労働者

数は1,278,670人、雇用事業所数は194,5

95か所で、平成19年に届出が義務化され

て以来、過去最高を更新している。国別

は中国が最多（29.1％）、次にベトナム

（18.8％）、フィリピン（11.5％）で、

対前年伸び率は、ベトナム（39.7％）、

ネパール（31.0％）が高い。 

従って、外国語版職業性ストレス簡易

調査票の標準化（信頼性・妥当性確立等）

が求められる。英語版はすでに標準化さ

れ厚生労働省により公開されているが、

一方、他の言語は、静岡労働局が中国・

ベトナム・ポルトガル語版を公開し、ま

たスキャネット株式会社が中国・ベトナ

ム・ポルトガル・タガログ語版を市販し

ているが、バックトランスレーション、

信頼性・妥当性検証は行われていない。

本事業では、各国語版職業性ストレス

簡易調査票を作成・標準化し、文化の違

い等を踏まえた、職場環境改善等に配慮

すべき点を明らかにすることを目的とし

て開始した。 

研究１ 

各言語版ストレス簡易調査票の作成 

（研究分担者 横山和仁、湯浅資之、和

田耕治、谷川武、遠藤源樹、武藤剛、小

田切優子） 

 中国、ベトナム、フィリピン（タガロ

グ）、ポルトガル、インドネシア、スペ

イン、ミャンマー語およびペルシャ語の

ストレス簡易調査票を作成する。 

研究２ 

作成された各言語版ストレス簡易調査

票の信頼性・妥当性の検討 

（研究分担者 湯浅資之、小田切優子） 

研究１にて作成された質問票を用いて、

信頼性・妥当性の検討に入る。本年度は

進行の関係で、ポルトガル、ミャンマー

語およびインドネシア語版で開始した。 

研究３ 

アジア圏における職業性ストレスに関

する動向 

（研究分担者 浦川加代子） 

アジア圏における各国の職業性ストレス

に関する研究からの知見を明らかにする。 

Ｂ．研究方法とその結果 

上記の目的に基づき、以下の分担研究

を行った。 

研究１ 

＜方法＞ 

厚生労働省が公開しているストレス簡

易調査票（57 項目）をペルシャ語（横

山）、中国語（谷川、遠藤）、スペイン語

（武藤）、タガログ語（武藤）、ポルトガ

ル語（湯浅）、ミャンマー語（湯浅）、お

よびベトナム語（和田）に翻訳した。標

準版として厚生労働省が公開している日

本語または英語版を用いて世界保健機関

の翻訳プロセスを基に翻訳を行った。 

＜結果＞ 

ペルシャ、中国、スペイン、タガログ、

ポルトガル、ミャンマーベトナム語版の

ストレス簡易調査票（57 項目）翻訳版を
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作成した（各分担報告書別紙）。インド

ネシア語版は分担者（小田切）らが協力

してインドネシア大学医学部で日本語版

新職業性ストレス簡易調査票（80 項目）

を基にしたものが作成された。 

 

研究２ 

＜方法＞ 

研究２－ⅰ 

 翻訳したポルトガル語版およびミャン

マー語版を用いて、それぞれ東京新宿区

に在住しているブラジル人 30 名と同じ

く同区在住のミャンマー人 30 名に対し

てプレテストを行い、信頼度を Cronbach 

α係数で評価した。 

研究２－ⅱ 

インドネシア国内の 2 事業場の労働者

を対象に新職業性ストレス簡易調査票を

配布し、得られたデータを因子分析し妥

当性を、Cronback-α係数を計測し信頼

性を検討した。 

 

＜結果＞ 

研究２－ⅰ 

 ポルトガル語版およびミャンマー語版

の満足度に関する Cronbach α係数は中

等度を示したが、全体ではそれぞれ 0.95

と 0.95であった。 

研究２－ⅱ 

 80 項目の因子分析にて因子負荷量が

0.4 以上の項目を残すプロセスを繰り返

し実施して 17 項目を削除し、第一主成

分を構成する項目を内容的に整理して、

13 因子、63 項目からなるインドネシア

語版新職業性ストレス簡易調査票が出来

上がった。構成する 13 因子の Cronback-

α信頼性係数の各数値は 0.62～0.88 で

高かった。 

 

研究３ 

＜方法＞ 

2018年8月、医学中央雑誌Web版によっ

て、「職業性ストレス」と「アジア」を

キーワードに検索し157編の中から、解

説5編、総説4編、特集2編を除く146編の

論文を抽出した。国別の論文数は、日本

が57編と最も多く、中国（香港2編、上

海1編）21編、韓国20編、台湾14編、イ

ンド12編であり、その他９カ国は5編以

下であった。東南アジア地域を対象とし

た1編は国の特定ができないため除外し、

日本の論文を除く88編を分析対象とした。 

 

＜結果＞ 

中国は、職業性ストレスに関連した各

種の尺度開発が多く実施されており、最

近は労働者個人を対象とした第2次・3次

予防的な対策の効果判定に関する研究へ

と進展していた。韓国では、職場でのス

トレス管理および精神健康増進の重要性

が認識されており、心理社会的ストレス

に着目した研究が多くみられた。台湾で

は、労働安全衛生に関する方針を明確に

していることから、今後さらに研究が進

展していくことが予測される。 

一方、インドでは、研究対象者が第一

次産業に従事する労働者であり、心理社

会的ストレスに関する内容やメンタルヘ

ルス不全者の早期発見・対応につながる

内容が見当たらず、その他の国（タイ、

イラン、モンゴル、インドネシア、レバ

ノン、トルコ、イエメン、フィリピン）
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での研究は少なかった。 

Ｃ．考察 

今年度の研究では、以下のことが示唆

された。 

研究１ 

今年度は予定通り、ペルシャ、中国、

スペイン、タガログ、ポルトガル、ミャ

ンマー、インドネシア語およびベトナム

語版のストレス簡易調査票の翻訳版がそ

ろえることができた。一部内容の検討を

開始しているが、次年度以降大規模調査

を行い、信頼性・妥当性の検討に入る。

県の西部地域に多くの外国人労働者が働

く企業が存在する静岡労働局及び産業保

健総合支援センターなどの協力を得るこ

とができている。これらと分担研究者お

よび研究協力者の関連する施設や企業の

労働者を対象に調査を進めていく。 

研究２ 

研究２－ⅰ 

主にブラジル人を対象とした職業性ス

トレス簡易調査票ポルトガル語版、およ

びミャンマー語版が作成された。満足度

に関する Cronbach α係数は中等度を示

したが、これは質問数が 2 つと小さかっ

たことに由来すると考えられる。全体で

はポルトガル語版で 0.95、ミャンマー語

版で 0.95 であり、高い再現性と内部一

貫性が確認された。 

研究２－ⅱ 

インドネシア大学医学部の研究者らの

協力を得てインドネシア語版新職業性ス

トレス簡易調査票が作成され、オリジナ

ルの57項目を含め心理測定特性の検討が

行われ、高い内的信頼性および因子的妥

当性が示された。 

日本国内におけるインドネシア語版職

業性ストレス簡易調査票は、主にストレ

スチェック制度において用いられること

から、日本国内版インドネシア語版職業

性ストレス簡易調査票は、日本語と同じ

57項目として準備することとした。 

研究３ 

アジア圏における職業性ストレス研究

は国別に進展の差が大きく、労働者個人

を対象とした第2次・3次予防的な対策は

欧米のように優勢ではないが、すでに始

まっており今後増加していくことが予測

された。 

Ｄ．健康危険情報 

該当事項なし 

Ｅ．研究発表・学会発表 

なし 

Ｆ．知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

2．実用新案登録 

3．その他 

1・2・3ともに該当事項なし 
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労災疾病臨床研究事業費補助金 

分担研究報告書 

職業性ストレス簡易調査票の外国語版の作成に関する研究 

ペルシャ語版の作成 

研究分担者 横山　和仁 順天堂大学医学部衛生学講座 教授 

＜研究協力者＞ 

北村 文彦 

順天堂大学医学部 

黒澤 美智子 

順天堂大学医学部 

松川 岳久 

順天堂大学医学部 

伊藤 弘明 

順天堂大学医学部 

細川 まゆ子 

順天堂大学医学部 

久保田 章乃 

順天堂大学医学部 

山崎　友丈 

マインメンタルヘルス研究所 

Ａ.研究背景および目的 

職業性ストレス簡易調査票（57項目）が標準と

なっている。平成 29 年６月末現在、ストレスチ

ェックは実施義務のある事業場の82.9％で行われ、

所属労働者の78.0％が受け、0.6％に医師の面接指

導が行われている。一方、平成29年10月末に、外

国人労働者数は1,278,670人、雇用事業所数は194,
595か所で、平成19年に届出が義務化されて以来、

過去最高を更新している。このような中で、外国語

版職業性ストレス簡易調査票の標準化（信頼性・妥

当性確立等）が求められる。英語版はすでに標準化

され厚生労働省により公開されているが、一方、他

の言語は、静岡労働局が中国・ベトナム・ポルトガ

ル語版を公開し、またスキャネット株式会社が中

国・ベトナム・ポルトガル・タガログ語版を市販し

ているが、バックトランスレーション、信頼性・妥

当性検証は行われていない。

こうした事情を踏まえて本グループではペルシ

ャ語版の職業性ストレス簡易調査票の作成を進め、

信頼性・妥当性の検討を担当することになった。

Ｂ.研究方法 

 イラン人医師が英語からペルシャ語に翻訳し

た。その後別のイラン人医師がペルシャ語から

英語に翻訳した。次に第 3のイラン人医師が翻

訳の差については検討を行った。これを基にイ

ラン人医師が確認して最終版を作成した。 

Ｃ.研究結果 

研究要旨 

わが国のストレスチェックでは、職業性ストレス簡易調査票（57項目）が標準となっている。

外国人労働者の増加に伴い、各種の言語にて作成することが求められた。本分担研究班ではペル

シャ語版の作成を担当することとなった。本年度は、英語版をペルシャ語版に翻訳ならびに逆翻

訳、第 3 者翻訳者の確認、イラン人医師の監修、ならびに再度翻訳者による改訂が行われ、ペル

シャ語版の作成を行った。 
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別紙にペルシャ語版を添付した。 

Ｄ.考察 

職業性ストレス簡易調査票のペルシャ語版

は翻訳手順により作成することができた。単な

る職業翻訳家ではなく、医師により対応するこ

とで、より適切な用語を用いることができた。 

今後、イラン人労働者を対象に今回作成した

ストレスチェックペルシャ語版を用いた調査を

行い、信頼性・妥当性の検討を行う予定である。 

Ｆ.健康危険情報 

なし 

Ｇ.研究発表・学会発表 

特になし 

H.知的財産権の出願・登録 

特に記載するべきものなし 

I.参考文献 

特になし 
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1 

 

 استرس شغلی کوتاهنسخه فارسیِ پرسشنامۀ 

 

 .در خصوص شغلتان پاسخ دهید زیر والات، به سگزینهبا کشیدن دایره دور بهترین  لطفا

  
ی
خیل

 
اد
زی

ط 
س
تو
رم
طو

ب
 

 تا
ی
ود
حد

 
 

ا  ل
ص
ا

 

 4 3 2 1 ---------------------------------------------- انجام دادن دارمزیادی برای  به شدتکارهای  1

 4 3 2 1 --------------------------------- به پایان برسانم خواسته شده در زمان   کارهایم را نمی توانم 2

 4 3 2 1 -------------------------------------------------------- کار کنمسخت  مبا تمام توانمجبورم  3

 4 3 2 1 ---------------------------------------------------------- مجبورم حواسم را خیلی جمع کنم 4

 4 3 2 1 --------  است فنی مهارت و دانش از بالایی سطح نیازمند  است از این نظر که  دشوار من کار 5

 4 3 2 1 --------------------------  کنم فکر کار مورد در مداوم طور به کاری باید هایروز طول در 6

 4 3 2 1 -------------------------------------------------- شغل من نیازمند فعالیت بدنی زیادی است 7

 4 3 2 1 ---------------------------------------------------------  خودم کار کنم سرعت با توانم می 8

 4 3 2 1 -----------------------------------  را انتخاب کنم مهایمی توانم ترتیب و چگونگی انجام کار 9

 4 3 2 1 ------------------------------ کنم منعکس کار محل قواعدنسبت به می توانم نظرات خود را  11

 4 3 2 1 ---------------- کار مورد استفاده قرار می گیرد آگاهی و مهارت های من به ندرت در محیط   11

 4 3 2 1 ---------------------------------------------------- وجود دارد نظرات متفاوت ما بخشدر  12

 4 3 2 1 ------------------------------------------  های دیگر ندارد بخشما همکاری خوبی با  بخش 13

 4 3 2 1 ------------------------------------------------------------ کار ما دوستانه است محیط   جو   14

 4 3 2 1 ------------------- ، تهویه و غیره(دما صدا، نور، و سر)از نظر   دارد فضع من کار   محیط 15

 4 3 2 1 ----------------------------------------------------------------- من است این شغل مناسب   16

 4 3 2 1 ----------------------------------------------------------- دارد دادن انجام ارزش من شغل   17
 

 سلمتتان طی یک ماه گذشته پاسخ دهید. زیر در خصوص ، به سوالاتبا کشیدن دایره دور بهترین گزینه لطفا

  

ا  با
ری
تق

 
ز
رگ
ه

 

ی
اه
گ

 

ا  با
غال

ا   با
ری
تق

 
شه
می
ه

 

 4 3 2 1 ------------------------------------------------------------------------ ام بوده فعال بسیار 18

 4 3 2 1 ---------------------------------------------------------------------- ام بوده انرژی از پر 19

 4 3 2 1 -------------------------------------------------------------------------- ام بودهسر زنده  21

 4 3 2 1 -------------------------------------------------------------------------- ام شده عصبانی 21

 4 3 2 1 --------------------------------------------------------  امرنجیده یا عصبانی شدهاز درون  22

 4 3 2 1 --------------------------------------------------------------------------  امبوده زود رنج 23

 4 3 2 1 ----------------------------------------------------------ام به شدت احساس خستگی داشته 24

 4 3 2 1 -------------------------------------------------------------ام دهبوکامل خسته و بی رمق  25

 4 3 2 1 --------------------------------------------------------- ام کرده کسلی یا بی حالی احساس 26

 4 3 2 1 --------------------------------------------------------------------------- مشوش بوده ام 27

 4 3 2 1 --------------------------------------------------------- داشته ام یناامن یا نگرانی احساس 28

 4 3 2 1 ----------------------------------------------------------------- امنا آرام و بی قرار بوده  29

 4 3 2 1 ---------------------------------------------------------------------------- ام هبود افسرده 31

 4 3 2 1 ------------------------------------ همه کارها با دردسر همراه است انجام که کردم می فکر 31

 4 3 2 1 ------------------------------------------------------------------- کنم تمرکز توانستممی ن 32
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2

1234--------------------------------------------------------------------- امداشته  یآس احساس 33

1234 ------------------------------------------------------------- نبوده ام هایمکار انجام به قادر 34

1234 --------------------------------------------------------------------------- ام بوده غمگین 35

1234---------------------------------------------------------------- ام هداشت گیجیسر احساس  36

1234------------------------------------------------------------- مه اکرد تجربه را مفصلی درد 37

1234-----------------------------------------------------------------  مه اکرد تجربهرا  سردرد 38

1234------------------------------------------------------------ ام داشته شانه یا گردن گرفتگی   39

1234 --------------------------------------------------------------------------- داشتم درد کمر 41

1234--------------------------------------------------------------------  مه اداشت چشم خستگی   41

1234--------------------------------------------------- ام کرده تجربه را نفس تنگی   یا قلب تپش   42

1234--------------------------------------------------- ام کرده تجربه را روده یا معده مشکلت   43

1234---------------------------------------------------------------- ام داده دست از را اشتهایم 44

1234--------------------------------------------------------- ام کرده تجربه را یبوست یا اسهال 45

1234----------------------------------------------------------------- بخوابم خوب مستتوان نمی 46

.زیر در خصوص اطرافیانتان پاسخ دهید سوالات، به با کشیدن دایره دور بهترین گزینه لطفا

ق
فو

 
ده
عا
یال

خیل
 

اد
زی

ی
حد
تا

ا  ل
ص
ا

کنید؟ صحبت زیر افراد باآزادانه  توانید می تا چه اندازه

1234----------------------------------------------------------------------------- ها سرپرست 47

1234 -------------------------------------------------------------------------------- همکاران 48

1234 ---------------------------------------------------------- غیره و دوستان خانواده، همسر، 49

  هستند؟و اتکا  اعتماد قابل چقدر تا زیر افراد شوید، می مشکل دچار شما که هنگامی
1234----------------------------------------------------------------------------- ها سرپرست 51

1234 -------------------------------------------------------------------------------- همکاران 51

1234 ---------------------------------------------------------- غیره و دوستان خانواده، همسر، 52

کنید، افراد زیر به چه میزان شنونده خوبی برای شما هستند؟هنگامی که در مورد مسائل شخصیتان درخواست راهنمایی می
1234----------------------------------------------------------------------------- ها سرپرست 53

1234 -------------------------------------------------------------------------------- همکاران 54

1234 ---------------------------------------------------------- غیره و دوستان خانواده، همسر، 55

میزان رضایتمندیتان پاسخ دهید. زیر در خصوص ، به سوالاتبا کشیدن دایره دور بهترین گزینه لطفا

ی
اض

 تار
ی

حد
 

ی
اض

ر

ی
حد

تا
 

ی
اض

نار

ی
اض

نار

1234-------------------------------------------------------------------- هستم راضی مشغل از 56

1234------------------------------------------------------ هستم راضی ما خانوادگی زندگی از 57
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労災疾病臨床研究事業費補助金 

分担研究報告書 

 

職業性ストレス簡易調査票の外国語版の作成に関する研究 

- ポルトガル語版およびミャンマー語版 - 

 

研究分担者 湯浅 資之 順天堂大学国際教養学部グローバルヘルスサービス領域 教授 

 

Ａ.研究背景および目的 

厚生労働省の委託研究により開発された「職

業性ストレス簡易調査票」の日本語版を基に、

ポルトガル語版およびミャンマー語版を作成し、

プレテストを実施する。 

 

Ｂ.研究方法 

日本語とブラジル人が使用するポルトガル

語、もしくはミャンマー語の両国語に堪能な研

究協力者に、日本語からポルトガル語もしくは

ミャンマー語に翻訳し、別の研究協力者がポル

トガル語もしくはミャンマー語を日本語に逆翻

訳を行い、それが日本語原版と意味の齟齬がな

いか研究協力者同士で協議し合い、調整を行い、

最終的な翻訳版を作成した。翻訳・逆翻訳の方

法は世界保健機関の翻訳プロセス 1 に準拠して

実施した。 

翻訳したポルトガル語版およびミャンマー

語版を用いて、それぞれ東京新宿区に在住して

いるブラジル人 30 名と同じく同区在住のミャ

ンマー人30名に対してプレテストを行い、信頼

度を Cronbach α係数で評価した。分析は

Stata/MP15を使用した。 

 

Ｃ.研究結果 

在日ブラジル人が本調査票を使用する頻度が最

も高いことが想定されることから、ブラジル人使

用のポルトガル語になるように翻訳を心掛けた。

研究協力者により逆翻訳版と日本語原版との意味

の齟齬が認められたのは、ポルトガル語で11か所、

ミャンマー語で8か所であった。修正されたポル

トガル語版およびミャンマー語版は添付資料の通

りである。 

調査票の項目別 Cronbach α係数は下表の通

りである。 

調査票項目 ポルトガル語 ミャンマー語

A. 仕事関連ストレス 0.77 0.81 

B. 1か月間の健康状態 0.96 0.95 

C. 隣人との人間関係 0.89 0.75 

D. 満足度 0.53 0.40 

全体 0.95 0.95 

 

Ｄ.考察 

 主にブラジル人を対象とした職業性ストレス

簡易調査票ポルトガル語版、およびミャンマー語

版が作成された。満足度に関する Cronbach α係

数は中等度を示したが、これは質問数が2つと

小さかったことに由来すると考えられる。全体

ではポルトガル語版で0.95、ミャンマー語版で

0.95であり、高い再現性と内部一貫性が確認さ

れた。 

 

Ｆ.健康危険情報 

なし 

研究要旨 

「職業性ストレス簡易調査票」の日本語版を基に、主に在日ブラジル人向けのポルトガル語版お

よび在日ミャンマー人向けのミャンマー語版を作成した。満足度に関する Cronbach α係数は中等

度を示したが、質問数が 2 つと小さかったからと考えられる。全体の Cronbach α係数はポルト

ガル語版で0.95、ミャンマー語版で0.95であり、高い再現性と内部一貫性が確認された。 
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Ｇ.研究発表 

なし 

H.知的財産権の出願・登録 

特に記載するべきものなし 

I. 参考文献 

１． World Health Organization. Process of 

translation and adaption of instruments. 

Accessed on Feb. 4. 2019.

http://www.who.int/substance_abuse/research_

tools/translation/en/
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職業性ストレス簡易調査票（57 項目）ポルトガル語版 
Questionário Simplificado de Estresse Ocupacional (57 perguntas) 

 
A) Perguntas sobre o seu trabalho.  
Assinale com 〇 (círculo) no número que mais se aproxima de como você se sente. 

 

 S
IM

 

S
IM

 e
m

 p
ar

te
 

N
Ã

O
 e

m
 p

ar
te

 

N
Ã

O
 

1. Tenho que executar tarefas de quantidade excessiva 1 2 3 4 

2. Não consigo terminar as tarefas dentro do tempo determinado 1 2 3 4 

3. Tenho que trabalhar com toda a dedicação 1 2 3 4 

4. O meu trabalho exige muita concentração 1 2 3 4 

5. 
Minhas tarefas são difíceis e exige conhecimentos e capacidades 
de alto nível 

1 2 3 4 

6. 
Tenho que sempre estar pensando no trabalho durante o 
expediente 

1 2 3 4 

7. O meu trabalho exige muito movimento do corpo 1 2 3 4 

8. Tenho flexibilidade para determinar o meu rítimo de trabalho 1 2 3 4 

9. 
Tenho autonomia para realizar as tarefas na ordem ou na 
maneira  como julgo melhor 

1 2 3 4 

10. 
Tenho liberdade para opinar e influenciar na  política  do 
trabalho 

1 2 3 4 

11. 
Poucas vezes preciso da capacidade e conhecimento que tenho 
para executar a minha tarefa 

1 2 3 4 

12. Há discordância de ideias entre funcionários na minha divisão 1 2 3 4 

13. 
Existe dificuldade na comunicação entre a minha divisão e as 
outras divisões  por não se darem bem 

1 2 3 4 

14. O meu trabalho é de ambiente amigável 1 2 3 4 

15. 
O ambiente do meu trabalho não é adequado (em termos de 
barulho, iluminação, umidade, ventilação, etc.) 

1 2 3 4 

16. Me indentifico com o conteúdo do trabalho que faço 1 2 3 4 

17. Meu trabalho é gratificante 1 2 3 4 
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B) Perguntas sobre a sua situação. Por favor, responda tendo em mente a sua
situação no último mês para responder as questões 
Assinale com 〇 (círculo) no número que mais se aproxima  de como você se sente. 

 R
ar

am
en

te
 

À
s 

V
ez

es
 

F
re

qu
en

te
m

en
te

 

Q
ua

se
 S

em
pr

e 

1. Sensação de muita energia 1 2 3 4 

2. Sensação de estar bastante animado 1 2 3 4 

3. Sensação de estar cheio de vida 1 2 3 4 

4. Sensação de raiva 1 2 3 4 

5. Zangado por dentro 1 2 3 4 

6. Irritação 1 2 3 4 

7. Muito cansado 1 2 3 4 

8. Desgaste físico extremo 1 2 3 4 

9. Corpo mole 1 2 3 4 

10. Estar tenso 1 2 3 4 

11. Ansiedade 1 2 3 4 

12. Inquietação 1 2 3 4 

13. Se sentir deprimido 1 2 3 4 

14. Preguiça para tudo 1 2 3 4 

15. Falta de atenção 1 2 3 4 

16. Falta de ânimo 1 2 3 4 

17. Falta de concentração para trabalhar bem 1 2 3 4 

18. Tristeza 1 2 3 4 

19. Tontura 1 2 3 4 

20. Dor nas articulações 1 2 3 4 

21. Dor de cabeça ou sentir a cabeça pesada 1 2 3 4 

22. Dor (tensão) no pescoço ou ombro 1 2 3 4 

23. Dor nas costas 1 2 3 4 

24. Fadiga ocular (vista cansada) 1 2 3 4 

25. Palpitações no coração ou falta de ar 1 2 3 4 

26. Distúrbios digestivos 1 2 3 4 

27. Falta de apetite 1 2 3 4 

28. Prisão de ventre ou diarreia 1 2 3 4 

29. Falta de sono 1 2 3 4 
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C) Pergunstas sobre as pessoas ao seu arredor 
   Assinale com 〇 (círculo) no número que mais se aproxima  de como você se sente. 

Até que ponto você se sente à vontade para falar com 
as seguintes pessoas?  C

om
pl

et
am

en
te

 

 M
ui

to
  

 P
ou

co
  

 N
ad

a 

1. Chefe 1 2 3 4 

2. Colega de trabalho 1 2 3 4 

3. Cônjuge, familiares, amigos, etc. 1 2 3 4 

Até que ponto você pode contar com as seguintes 
pessoas quando está precisando de ajuda?  C

om
pl

et
am

en
te

 

M
ui

to
  

P
ou

co
  

N
ad

a 

4. Chefe 1 2 3 4 

5. Colega de trabalho 1 2 3 4 

6. Cônjuge, familiares, amigos, etc. 1 2 3 4 

Até que ponto as seguintes pessoas prestariam 
atenção quando você pedir concelhos sobre o seu 
problema particular?  C

om
pl

et
am

en
te

 

M
ui

to
  

P
ou

co
  

N
ad

a 
7. Chefe 1 2 3 4 

8. Colega de trabalho 1 2 3 4 

9. Cônjuge, familiares, amigos, etc. 1 2 3 4 

 
D) Perguntas sobre o seu nível de satisfação 

  S
A

T
IS

F
E

IT
O

 

 S
A

T
IS

F
E

IT
O

  
em

 p
ar

te
 

 I
N

S
A

T
IS

F
E

IT
O

  
em

 p
ar

te
 

 I
N

S
A

T
IS

F
E

IT
O

 

1. Nível de satisfação ao trabalho 1 2 3 4 

2. Nível de satisfação com a vida familiar 1 2 3 4 
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職業性ストレス簡易調査票（57 項目）ミャンマー語版 
လုုပ္ငန္းခြင္ဆုုိင္ရာ စိတ္ဖိစီးမွဳစစ္တမ္း ေမးခြန္းလႊာ (ေမးခြန္းအေရအတြက္ ၅၇ ခုု) 

(က) သင္ဧ။္လုပ္ငန္းခြင္ႏွင့္ပတ္သက္ၿပီး ေမးျမန္းပါမည္။ လက္ရိွအေျခအေနႏွင့္ အကုုိက္ညီဆုုံး အေျဖကုုိ ကြင္း၀ုုိင္းျပီး 
ေရြးခ်ယ္ေပးပါ။ 

 မွန္ပါသည္
အနည္းငယ္
မွန္ပါသည္ 

သိပ္မမွန္ပါ မမွန္္ပါ 

၁ အလုပ္ေတြအမ်ားႀကီး မလုုပ္မေနရ လုုပ္ရပါသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄

၂ သတ္မွတ္ထားတ့ဲအခ်ိန္အတြင္း အလုပ္မၿပီးႏုိင္ျဖစ္ေနပါသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄

၃ က်ားကုုတ္က်ားခဲၾကိဳးစားျပီး မလုုပ္လုုိ ့မရပါ။ ၁ ၂ ၃ ၄

၄ အလြန္သတိထားၿပီး အာရုံစူးစုိက္ဖုိ႔လုိအပ္ပါသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄

၅ အဆင့္ျမင့္တ့ဲအသိပညာနဲ႔ အတတ္ပညာ လုိအပ္ေသာ
ခက္ခဲသည့္အလုပ္ ျဖစ္ပါသည္္။ 

၁ ၂ ၃ ၄

၆ အလုပ္ခ်ိန္အတြင္း အျမဲတမ္း အလုပ္အေၾကာင္း
မေတြးဘဲမေနႏုုိင္ပါ။ 

၁ ၂ ၃ ၄

၇ ကာယအား အမ်ားႀကီးလုုိေသာ အလုပ္ျဖစ္သည္္။ ၁ ၂ ၃ ၄

၈ မိမိအရိွန္ေလးနဲ႔ပုံမွန္အလုပ္လုပ္ျဖစ္ပါသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄

၉  ဘာၿပီးဘာလုပ္မယ္၊ဘယ္လုိလုပ္မယ္ဆုုိသည္မွာ မိမိဘာသာ
သတ္မွတ္လုပ္ကုုိင္လုိ႔ရသည္။ 

၁ ၂ ၃ ၄

၁၀ လုုပ္ငန္းရည္မွန္းခ်က္ေတြမွာ မိမိစိတ္ကူးေလးေတြ
ထည့္သြင္းခြင့္ရသည္။ 

၁ ၂ ၃ ၄

၁၁ မိမိတတ္ေျမာက္ထားတ့ဲ အတတ္ပညာနဲ႔အသိပညာကုိ အလုပ္မွာ
အသုံးခ်ႏုုိင္ျခင္း သိပ္မရိွပါ။ 

၁ ၂ ၃ ၄

၁၂ ဌာနတြင္းမွာ သေဘာထားျခင္းမတုိက္ဆုိင္ျခင္းေတြ ရိွသည္္။ ၁ ၂ ၃ ၄

၁၃ မိမိဌာနနဲ႔ အျခားဌာနေတြနဲ႔ သိပ္အဆင္မေျပပါ။ ၁ ၂ ၃ ၄

၁၄ အလုပ္လုပ္ရတ့ဲပတ္ဝန္းက်င္မွာ ေႏြးေထြး ႏွစ္လုိဖြယ္
ေကာင္းပါသည္္။ 

၁ ၂ ၃ ၄

၁၅ လုပ္ငန္းခြင္အေျခအေန(အသံ၊အလင္းေရာင္ရမႈ၊စုိထုိင္းဆ၊ေလဝင္ေ
လထြက္) က သိပ္မေကာင္းပါ။ 

၁ ၂ ၃ ၄

၁၆ မိမိလုပ္ရတ့ဲအလုပ္မွာ မိမိႏွင့္ကုိက္ညီမႈရိွသည္္။ ၁ ၂ ၃ ၄

၁၇ ေက်နပ္ေပ်ာ္ရႊင္စရာေကာင္းသည့္ အလုပ္ျဖစ္သည္္။ ၁ ၂ ၃ ၄
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(ခ) ၿပီးခ့ဲတ့ဲတစ္လအတြင္း  သင္၏ စိတ္ပုုိင္းဆုုိင္ရာႏွင့္ ရုုပ္ပုုိင္းဆုုိင္ရာ အေျခအေနႏွင့္ ပတ္သက္ၿပီး ေမးျမန္းပါမည္။ 
အကုုိက္ညီဆုုံး အေျဖကုုိ ကြင္း၀ုုိင္းျပီး ေရြးခ်ယ္ေပးပါ။ 

  လုုံး၀မရိွ 
သေလာက္ပါ 

တစ္ခါတစ္ရံ အေတာ္မ်ားမ်ား အျမဲတမ္းလုုိလုုိ 

၁ တက္ႂကြေနသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄

၂ အားအင္အျပည့္ရိွသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄
၃ လန္းဆန္းေပွ်ာ္ရႊင္သည္။ ၁ ၂ ၃ ၄
၄ စိတ္ဆုုိးခဲ ့သည္။ ၁ ၂ ၃ ၄
၅ စိတ္ထဲတြင္ မေက်မနပ္ျဖစ္ေနသည္။  ၁ ၂ ၃ ၄
၆ စိတ္ဆုိးလြယ္သည္။ ၁ ၂ ၃ ၄
၇ ေတာ္ေတာ္ပင္ပန္းေနသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄
၈ နုံးေနသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄
၉  အားအင္ကုုန္ခန္းေနသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄
၁၀ စိတ္တင္းက်ပ္ေနသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄

၁၁ စုိးရိမ္ေနသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄
၁၂ ဂဏာမၿငိမ္ျဖစ္ေနသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄
၁၃ စိတ္ဓာတ္က်ေနသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄
၁၄ ဘာပဲလုပ္လုပ္ စိတ္မပါပါ။ ၁ ၂ ၃ ၄

၁၅ အလုပ္မွာ အာရုံစူးစုိက္လုိ႔မရပါ။ ၁ ၂ ၃ ၄
၁၆ စိတ္မၾကည္လင္ပါ။ ၁ ၂ ၃ ၄

၁၇ ပီပီျပင္ျပင္ အလုုပ္ မလုုပ္ႏုုိင္ပါ။ ၁ ၂ ၃ ၄
၁၈ ဝမ္းနည္းေနမိသည္။။ ၁ ၂ ၃ ၄
၁၉  မူးေနာက္ေနာက္ျဖစ္သည္။။ ၁ ၂ ၃ ၄
၂၀ အဆစ္အျမစ္နာက်င္ကုိက္ခဲသည္။။ ၁ ၂ ၃ ၄
၂၁ ေခါင္းေလးလာသလုိလုုိျဖစ္ကာ ေခါင္းကုိက္သည္။။ ၁ ၂ ၃ ၄

 ၂၂ ဇက္ေၾကာတက္သည္။။ ၁ ၂ ၃ ၄
၂၃ ခါးနာသည္။။ ၁ ၂ ၃ ၄

၂၄ မ်က္စိေညာင္းသည္။။ ၁ ၂ ၃ ၄
၂၅ ရင္တုန္ၿပီး အသက္႐ွဳမဝျဖစ္သည္။။ ၁ ၂ ၃ ၄
၂၆ ဗုိက္မေကာင္းပါ။ ၁ ၂ ၃ ၄
၂၇ စားခ်င္စိတ္မရိွပါ။ ၁ ၂ ၃ ၄
၂၈ ဝမ္းခ်ဳပ္၊ဝမ္းပ်က္တာရိွသည္။။ ၁ ၂ ၃ ၄
၂၉  ႏွစ္ႏွစ္ျခိဳက္ျခိဳက္ အိပ္မေပ်ာ္ပါ။ ၁ ၂ ၃ ၄

 
  

－17－



 
 (ဂ) သင့္ပါတ္၀န္းက်င္ႏွင့္ ပတ္သက္ျပီး ေမးပါမည္။ အကုုိက္ညီဆုုံး အေျဖကုုိ ကြင္း၀ုုိင္းျပီး ေရြးခ်ယ္ေပးပါ။ 
ေအာက္ေဖာ္ျပပါ သူမ်ားႏွင့္ မည္မွ် ေပါ့ေပါ့ပါးပါး တုိင္ပင္ဖူးပါသလဲ။ အျမဲတမ္း အေတာ္မ်ားမ်ား အနည္းငယ္ တစ္ခါမွ 

မၾကံဳဖူးပါ
၁. အထက္အရာရိွ ၁ ၂ ၃ ၄
၂. လုပ္ေဖာ္ကုိင္ဖက္ ၁ ၂ ၃ ၄
၃. အိမ္ေထာင္ဖက္၊ မိသားစုု၊ သူငယ္ခ်င္း စသည္ျဖင့္ ၁ ၂ ၃ ၄

ျပႆနာတစ္ခုခုၾကံဳလ်ွင္ မည္မွ် အားကုိးရပါသလဲ။  
 

      
 

 

၄. အထက္အရာရိွ ၁ ၂ ၃ ၄
5. လုပ္ေဖာ္ကုိင္ဖက္ ၁ ၂ ၃ ၄
6. အိမ္ေထာင္ဖက္၊ မိသားစုု၊ သူငယ္ခ်င္း စသည္ျဖင့္ ၁ ၂ ၃ ၄

ကုုိယ္ေရးကုုိယ္တာ ျပႆနာမ်ား ေဆြးေႏြးလ်ွင္  မည္မွ် နားေထာင္
ေပးပါသလဲ။  

         

7. အထက္အရာရိွ ၁ ၂ ၃ ၄
8. လုပ္ေဖာ္ကုိင္ဖက္ ၁ ၂ ၃ ၄
9. အိမ္ေထာင္ဖက္၊ မိသားစုု၊ သူငယ္ခ်င္း စသည္ျဖင့္ ၁ ၂ ၃ ၄

 
(ဃ) အားရေက်နပ္မွဳ 

 

 ေက်နပ္ပါသည္
အနည္းငယ္ 
ေက်နပ္ပါသည္

သိပ္မ 
ေက်နပ္ပါ 

မေက်နပ္ပါ 

၁ လုုပ္ငန္းခြင္အေပၚ ေက်နပ္မွဳ ရိွပါသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄ 
၂ မိသားစုုဘ၀အေပၚ ေက်နပ္မွဳ ရိွပါသည္။ ၁ ၂ ၃ ၄ 

 

 

－18－



労災疾病臨床研究事業費補助金 

分担研究報告書 

職業性ストレス簡易調査票の外国語版の作成に関する研究 

ベトナム語版の作成 

研究分担者 和田　耕治 国際医療福祉大学医学研究科公衆衛生学専攻 

Ａ.研究背景および目的 

ストレスチェックでは、職業性ストレス簡易

調査票（57 項目）が標準となっている。平成 29 
年 6 月末現在、ストレスチェックは実施義務の

ある事業場の 82.9％で行われ、所属労働者の

78.0％が受け、0.6％に医師の面接指導が行われ

ている。

平成 29 年 10 月末に、外国人労働者数は

1,278,670人、雇用事業所数は194,595か所で、

平成 19 年に届出が義務化されて以来、過去最

高を更新している。国別は中国が最多（29.1％）、

次にベトナム（18.8％）、フィリピン（11.5％）

で、対前年伸び率は、ベトナム（39.7％）、ネパ

ール（31.0％）が高かった。 
こうした事情を踏まえてベトナム語版など

の職業性ストレス簡易調査票の作成が求められ

た。本分担研究班では、今年度はベトナム語版

の作成を行うこととした。また来年度にはベト

ナム語版のデータ取得を行うための準備を行う

こととした。

Ｂ.研究方法 

ベトナム人で日本語検定試験（N1）を取得し、

翻訳を業務として行っている者（翻訳者 V1）

が日本語からベトナム語に翻訳した。その後別

の ベトナム人で日本語検定試験（N1）を取得

し、翻訳を行っている者（翻訳者 V2）がベト

ナム語から日本語に翻訳した。第 3 者で、ベト

ナム人で日本語検定試験（N1）を取得し、翻訳

を業務として行っている者（翻訳者 V3）が翻

訳の差については検討を行い、第 1 版のベトナ

ム語案を作成した。これを、ベトナム人医師が

確認し、用語の提案などを行った後に、翻訳者

V2 と V3 がマイナー改訂を行った。その後、再

度日本語のバックトランスレーションを確認し

て最終とした。

Ｃ.研究結果 

別紙にベトナム語版を添付した。

 また、期間中に、来年度のベトナム人を対象

とした調査の計画を行った。来年度の計画を作

成し、10 名程度のベトナム人労働者を対象に

test-retest を行うこと、また妥当性の検証を行

うために100名程度のデータを取得することを

予定とした。

Ｄ.考察 

職業性ストレス簡易調査票のベトナム語版

研究要旨 

ストレスチェックでは、職業性ストレス簡易調査票（57 項目）が標準となっている。外国人労

働者の増加に伴い、今後アジア等の言語にて作成することが求められた。本分担研究班ではベトナ

ム語版の作成を担当することとなった。本年度は、日本語版をベトナム語版に翻訳ならびに逆翻訳、

第 3 者翻訳者の確認、ベトナム人医師の監修、ならびに再度翻訳者による改訂が行われ、ベトナム

語版の作成を行った。また、来年度においては、データを取得するためその準備を行った。
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はWHOなどで用いる翻訳手順により作成する

ことができた。通常の手順に加え、ベトナム人

医師の監修を得ることによって、さらに適切な

用語を用いることができた。 

今後、ベトナム人の労働者に施行を行う予定

である。日本にて静岡県などに依頼して、協力

の得られる機関の確保などを今後行う予定であ

る。 

Ｆ.健康危険情報 

なし 

Ｇ.研究発表 

特になし 

２.学会発表

特になし 

Ｈ.知的財産権の出願・登録 

特に記載するべきものなし 

Ｉ.参考文献 

特になし 
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PHIẾU KHẢO SÁT ĐƠN GIẢN VỀ CĂNG THẲNG NGHỀ NGHIỆP  

 (57 HẠNG MỤC) 

A. Xin hỏi về công việc của bạn. Hãy khoanh tròn vào mức độ lựa chọn đúng nhất. 

 Đúng 

vậy 

Gần 

đúng 

vậy 

Không 

đúng 

lắm 

Không 

đúng 

1. Có rất nhiều công việc phải làm  .............................................................  1 2 3 4 

2. Không xử lý hết công việc trong thời gian hạn định  ..............................  1 2 3 4 

3. Phải làm việc Chăm chỉ nhất có thể  .......................................................  1 2 3 4 

4. Cần phải hết sức tập trung chú ý  ............................................................  1 2 3 4 

5. Công việc khó cần phải có kiến thức và trình độ kỹ thuật cao  ...............  1 2 3 4 

6. Trong thời gian làm việc, lúc nào cũng phải suy nghĩ về công việc  ......  1 2 3 4 

7. Là công việc phải hoạt động thể lực rất vất vả  .......................................  1 2 3 4 

8. Có thể làm việc theo tốc độ của bản thân  ...............................................  1 2 3 4 

9. Có thể tự quyết định thứ tự và cách làm việc theo ý mình  .....................  1 2 3 4 

10. Có thể phản ảnh ý kiến của bản thân về chính sách công việc của nơi 

làm việc  ..................................................................................................  

 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

11. Kỹ năng và kiến thức của bản thân ít được sử dụng vào công việc  .......  1 2 3 4 

12. Trong bộ phận của tôi có sự bất đồng ý kiến  ..........................................  1 2 3 4 

13. Bộ phận của tôi và bộ phận khác không hợp nhau lắm  ..........................  1 2 3 4 

14. Bầu không khí tại nơi làm việc của tôi thì thân thiện  .............................  1 2 3 4 

15. Môi trường tại nơi làm việc của tôi (tiếng ồn, đèn chiếu sáng, nhiệt độ, 

thông khí v.v...) không tốt  .......................................................................  

 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

16. Nội dung công việc khá phù hợp với bản thân  .......................................  1 2 3 4 

17. Là công việc đáng để làm  .......................................................................  1 2 3 4 
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B. Xin hỏi về tình trạng của bạn trong 1 tháng gần đây. Hãy khoanh tròn vào mức độ lựa chọn đúng nhất. 

Hầu 

như 

không 

có 

Thỉnh 

thoảng 

có 

Thường 

xuyên 

có 

Hầu 

như 

lúc 

nào 

cũng 

có 

1. Hoạt bát, sôi nổi ....................................................................................... 1 2 3 4 

2. Khỏe mạnh tràn trề ................................................................................... 1 2 3 4 

3. Tràn đầy sức sống ..................................................................................... 1 2 3 4 

4. Cảm thấy tức giận .................................................................................... 1 2 3 4 

5. Bực bội trong lòng .................................................................................... 1 2 3 4 

6. Cáu gắt ..................................................................................................... 1 2 3 4 

7. Cực kỳ mệt mỏi ........................................................................................ 1 2 3 4 

8. Kiệt sức  .................................................................................................. 1 2 3 4 

9. Uể oải  ..................................................................................................... 1 2 3 4 

10. Cảm thấy căng thẳng  .............................................................................. 1 2 3 4 

11. Bất an ........................................................................................................ 1 2 3 4 

12. Bồn chồn lo lắng không yên ..................................................................... 1 2 3 4 

13. U uất, chán nản  ....................................................................................... 1 2 3 4 

14. Làm gì cũng thấy phiền phức ................................................................... 1 2 3 4 

15. Không thể tập trung vào việc gì ................................................................ 1 2 3 4 

16. Tâm trạng phiền muộn .............................................................................. 1 2 3 4 

17. Không tập trung vào công việc được ........................................................ 1 2 3 4 

18. Cảm thấy buồn bã ..................................................................................... 1 2 3 4 

19. Chóng mặt  ............................................................................................... 1 2 3 4 

20. Đau nhức các khớp xương ........................................................................ 1 2 3 4 

21. Nặng đầu, đau đầu  .................................................................................. 1 2 3 4 

22. Đau mỏi vai, cổ ......................................................................................... 1 2 3 4 

23. Đau thắt lưng  .......................................................................................... 1 2 3 4 

24. Mỏi mắt ................................................................................................... 1 2 3 4 

25. Tim đập nhanh và thở dốc ........................................................................ 1 2 3 4 

26. Có những vấn đề về dạ dày , đường ruột .................................................. 1 2 3 4 

27. Chán ăn ..................................................................................................... 1 2 3 4 

28. Bị táo bón và/hoặc tiêu chảy ..................................................................... 1 2 3 4 

29. Ngủ không ngon giấc ................................................................................ 1 2 3 4 
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C. Xin hỏi về những người xung quanh bạn. Hãy khoanh tròn vào mức độ lựa chọn đúng nhất. 

 Rất 

nhiều 

Khá 

nhiều 

Ít  Hoàn 

toàn 

không 

Bạn có thể nói chuyện thoải mái với những người sau đây ở mức độ nào ? 

1. Cấp trên  ..................................................................................................  1 2 3 4 

2. Đồng nghiệp tại nơi làm việc  .................................................................  1 2 3 4 

3. Vợ/chồng, gia đình, bạn bè v.v .................................................................  1 2 3 4 

 Lúc gặp khó khăn, bạn có thể tin cậy những người sau đây ở mức độ nào? 

4. Cấp trên  ..................................................................................................  1 2 3 4 

5. Đồng nghiệp tại nơi làm việc ...................................................................  1 2 3 4 

6. Vợ/chồng, gia đình, bạn bè v.v .................................................................  1 2 3 4 

 Khi bạn trao đổi về các vấn đề của cá nhân mình, những người sau đây lắng nghe bạn ở mức độ nào? 

7. Cấp trên  ..................................................................................................  1 2 3 4 

8. Đồng nghiệp tại nơi làm việc ...................................................................  1 2 3 4 

9. Vợ/chồng, gia đình, bạn bè v.v .................................................................  1 2 3 4 

 

 

 

 

D. Về mức độ hài lòng 

 Hài 

lòng 

Khá  

hài 

lòng 

Hơi 

bất 

mãn 

Bất 

mãn 

1. Hài lòng với công việc .............................................................................  1 2 3 4 

2. Hài lòng với cuộc sống gia đình ...............................................................  1 2 3 4 

 





労災疾病臨床研究事業費補助金 

分担研究報告書 

職業性ストレス簡易調査票中国語版作成に関する研究 

研究分担者 谷川 武  順天堂大学公衆衛生学講座  教授 

遠藤 源樹 順天堂大学公衆衛生学講座  准教授 

研究協力者 

春山 康夫 獨協医科大学公衆衛生学講座准教授 

邱 冬梅     国立精神・神経医療研究センター 

冨田 茂  高田馬場さくらクリニック院長 

和田 裕雄 順天堂大学公衆衛生学講座准教授 

野田 愛  順天堂大学公衆衛生学講座准教授 

友岡 清秀 順天堂大学公衆衛生学講座助教 

佐藤 准子 順天堂大学公衆衛生学講座助教 

武藤 剛  順天堂大学衛生学講座 

Ａ.研究背景および目的 

 平成 27年の労働安全衛生法改正により、常時 

50 人以上の労働者を使用する事業者には労働

者のストレスチェックと面接指導の実施等が義

務付けられた。ストレスチェックでは、職業性

ストレス簡易調査票（ Brief Job Stress 

Questionnaire: 以下、BJSQ）(57 項目)が標準

となっている。平成 29 年６月末現在、ストレ

スチェックは実施義務のある事業場の 82.9％

で行われ、所属労働者のうち 78.0％が受け、

0.6％に医師による面接指導が行われている。一

方、平成 29 年 10 月末に、外国人労働者数は

1,278,670 人、また、これを雇用する事業所数

は 194,595か所で、平成 19年に届出が義務化さ

れて以来、過去最高を更新している。国別では、

中国が最多で（29.1％）、次にベトナム（18.8％）、

フィリピン（11.5％）の順で、対前年伸び率は、

ベトナム（39.7％）、ネパール（31.0％）が高い。 

従って、外国語版職業性ストレス簡易調査票が

必要とされ、翻訳のみでなく、その標準化（信

頼性・妥当性の確立等）が求められている。英

語版はすでに標準化され厚生労働省により公開

されているが、他の言語については、静岡労働

局により中国・ベトナム・ポルトガル語版が公

開される一方で、スキャネット株式会社が中

国・ベトナム・ポルトガル・タガログ語版を市

販している。しかし、英語版以外では、バック

トランスレーション、信頼性・妥当性などの必

要な検討は行われていない。 

Ｂ.研究方法 

職業性ストレス簡易調査票の中国語を作成・標

準化し、文化の違い等を踏まえた、職場環境改善

等に配慮すべき点を明らかにすることを目的とし

た。春山、邱、遠藤を中心として、職業性ストレ

ス簡易調査票の日本語から中国語（案）を、作

成し、その後、Back translationを実施した。 

研究要旨 

常時 50 人以上の労働者を使用する事業者には労働者のストレスチェックと面接指導の実施等

が義務付けられており、ストレスチェックでは、職業性ストレス簡易調査票（57 項目）が標準と

なっている。日本で働く外国人労働者数で最多は中国であり、職業性ストレス簡易調査票中国語

版の作成が求められている。2018 年 5 月から 9 月にかけて、職業性ストレス簡易調査票中国語版

（BJSQ-Chinese version: 以下 BJSQ-C）の素案を作成した。2019 年度のフィールドでの

BJSQ-C の信頼性妥当性研究実施に向けて、準備を進めている。 
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Ｃ.研究結果 

2018年 5月から 9月にかけて、職業性ストレ

ス簡易調査票中国語版（BJSQ-Chinese version: 

以下 BJSQ-C）の素案を、春山、邱、遠藤を中心

とした作業チームで作成を開始した。パネル会議

等を経て Back translationを実施し、BJSQ-C

素案を作成した（資料１）。2019年度に実施予

定の BJSQ-Cの信頼性妥当性研究のために、Work 

Limitation Questionnaire 中国語版（WLQ-C）

を使用することを念頭に、米国・タフツ大学の

Debra Lerner教授と情報共有を行い、WLQ-Cの

使用許諾の実現性を検討した。また、2019年度

の BJSQ-Cのフィールドとして、食肉加工会社で

勤務する中国人約 50名を念頭に、研究実施に向

けた交渉を進めた。 

Ｄ.考察 

 2018 年度の到達目標であった BJSQ-C の素案

を作成し、2019年度のフィールドでの研究実施、

妥当性研究の実施に向けての準備を進めた。中

国語版以外の研究事業と歩調を合わせながら、

BJSQ-Cの信頼性妥当性研究を進めていく。 

Ｅ.結論 

職業性ストレス簡易調査票中国語版

（BJSQ-Chinese version: 以下 BJSQ-C）の素案

を作成し、2019 年度のフィールドでの BJSQ-C

の信頼性妥当性研究実施に向けて、準備を進め

ている。 

Ｆ.健康危険情報 

なし 

Ｇ.研究発表 

１．論文発表 

 今後、論文発表を予定している。 

２．学会発表 

今後、学会発表を予定している。 

Ｈ.知的財産権の出願・登録 

特に記載するべきものなし 

Ｉ.参考文献 

１．阿部裕．外国人労働者の事業所への受け入

れと職場のメンタルヘルス．産業精神保健 

26(特別号)：65-68，2018 

２．李健實．日本における高度の技術・知識を

持つ外国人労働者の職業性ストレスとメン

タルヘルス 日本人労働者との比較検討．

ストレス科学研究 30：90-101，2015 

３．中嶋知世．大木秀一．外国人住民における

健康課題の文献レビュー．石川看護雑誌

12：93-104，2015 

４．李健實．外国人労働者のメンタルヘルスと

心理援助の現状と展望．東京大学大学院教

育学研究科紀要 52：403-410，2013 

５． 柴田英治. 地域保健と職域保健の連携促進．

公衆衛生 80：251-256，2016 
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（資料１） 
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労災疾病臨床研究事業費補助金 

分担研究報告書 

職業性ストレス簡易調査票の外国語版の作成に関する研究 

スペイン語・タガログ語版の作成 

研究分担者 武藤 剛 順天堂大学医学部衛生学講座 

＜研究協力者＞ 

エスコバル　露　桜子 

前千葉大学医学研究院、元エルサルバドル大学 

平山 響子 

横浜国際日本語学校 

潤間 拓郎 

ウルマ行政書士事務所 

中川 隆太郎 

多摩大学医療・介護ソリューション研究所 

Ａ.研究背景および目的 

労働安全衛生法第６６条の１０に係るストレス

チェック制度における、労働者の心理的な負担の程

度を把握するための検査で用いる質問票は、職業性

ストレス簡易調査票（57項目）が標準となってい

る。平成 29 年６月末現在、ストレスチェックは

実施義務のある事業場の82.9％で行われ、所属労働

者の78.0％が受け、0.6％に医師の面接指導が行わ

れている。一方、平成29年10月末に、外国人労働

者数は1,278,670人、雇用事業所数は194,595か所

で、平成19年に届出が義務化されて以来、過去最

高を更新している。中国（２９％）、ベトナム（１

９％）、フィリピン（１２％）等が占めている。今

後さらに外国語圏出身で日本語能力が不充分であ

る労働者が増加することが見込まれ、外国語版職業

性ストレス簡易調査票の標準化（信頼性・妥当性確

立等）が課題である。本研究分担では、スペイン語

ならびにタガログ語版の信頼性・妥当性検証をめざ

して、今年度は次年度の実地調査で使用する調査票

作成を実施した。

Ｂ.研究方法 

 スペイン語圏生活歴がありスペイン語日本語

英語の３か国語に堪能な翻訳者 S1が、日本語か

らスペイン語に翻訳した。その後別の、同様に

スペイン語圏生活歴があり３か国語に堪能な翻

訳者 S2がスペイン語を日本語に逆翻訳した。翻

訳の差について第三者も交えて検討を行い、第

１版のスペイン語版を作成した。医学関係者に

よる用語のチェックを経て最終案とした。タガ

ログ語についても同様のプロセスを実施した

（翻訳者 T1、T2）。 

研究要旨 

労働安全衛生法第６６条の１０に係るストレスチェック制度における、労働者の心理的な負担

の程度を把握するための検査で用いる質問票は、職業性ストレス簡易調査票（57項目）が標準で

ある。わが国で就労するスペイン語圏やタガログ語圏出身外国人労働者の増加見込みとあいまっ

て、本分担研究班ではスペイン語およびタガログ語版の作成を担当した。本年度は、日本語版を

スペイン語版・タガログ語版に翻訳ならびに逆翻訳、第 3 者翻訳者の確認、スペイン語圏タガロ

グ語圏等医学関係者の監修、ならびに再度翻訳者による改訂が行われ、来年度以降の実地調査で

の使用を想定した準備を実施した。 
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Ｃ.研究結果 

 別紙にスペイン語版、タガログ語版を添付し

た。 

Ｄ.考察 

職業性ストレス簡易調査票のスペイン語版

およびタガログ語版は WHOで標準的に行われる

翻訳手順により作成することができた。医学関

係者による監査を通じて、より適切な用語の選

択に努めるとともに、在日労働者の読解力水準

を勘案した表現に留意した。 

今後、スペイン語圏（中南米等）出身ならび

にフィリピン人労働者を対象に今回作成した外

国語版を用いた調査を行い、信頼性・妥当性の

検討を行う予定である。なお政府の在留外国人

統計（２０１８年６月）によれば、在留外国人

（フィリピン）総数 266,803人のうち都道府県

別の最多は愛知（36,856 人）、次いで東京

（33,411人）、神奈川（22,174人）、埼玉（20,145

人）等であった。在留資格では、永住者や日本

人の配偶者等を除くと、技能実習２号ロ（15,456

人）や技能実習１号ロ（11,610人）が多くなっ

てる。これらを考慮しフィールド設定を行う予

定である。 

Ｆ.健康危険情報 

なし 

Ｇ.研究発表・学会発表 

特になし 

Ｈ.知的財産権の出願・登録 

特に記載するべきものなし 

Ｉ.参考文献 

特になし 
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Formulario de encuesta simple sobre estrés ocupacional (57 ítems) 

 

Ａ. Son las preguntas sobre su trabajo. Por favor marque con un círculo la más apropiada 

 

 Si Algo así No mucho No  

1. Tengo que hacer demasiado trabajo  1 2 3 4 

2. No puedo terminar mi trabajo dentro de un horario 1 2 3 4 

3. Tengo que trabajar con mucha intensidad  1 2 3 4 

4. Se necesita poner mucha concentración  1 2 3 4 
5. Es un trabajo difícil que se requiere alto grado 

de conocimientos y técnicas  

1 2 3 4 

6. Debo de pensar en el trabajo todo el tiempo 

durante el trabajo 

1 2 3 4 

7. Es un trabajo que requiere mucho trabajo físico  1 2 3 4 

8. Puedo trabajar a mi propio ritmo 1 2 3 4 

9. Puedo tomar decisiones en cuanto al orden y la 

manera de trabajar   

1 2 3 4 

10. En mi oficina puedo expresar mi opinión sobre 

la política de trabajo 

1 2 3 4 

11. Mis conocimientos y habilidades rara vez se 

utilizan en el trabajo 

1 2 3 4 

12. Existen discrepancia de opiniones dentro del 

departamento de trabajo. 

1 2 3 4 

13. Mi departamento y otros departamentos de la 

oficina no se llevan bien. 

1 2 3 4 

14. El ambiente de trabajo es amistoso 1 2 3 4 

15. Mi entorno de trabajo no es bueno (por ejemplo, 

ruido, iluminación, temperatura, ventilación) 

1 2 3 4 

16. El contenido del trabajo encaja bien conmigo 1 2 3 4 
17. Es un trabajo que vale la pena. 1 2 3 4 

 

Ｂ. Sobre las preguntas de su condición en el último mes, favor de marcar con un círculo la 

más apropiada. 

  

 Casi 

nunca  

A veces Frecuentemente Casi 

siempre 

1. Me siento con mucho ánimo 1 2 3 4 

2. Estoy lleno de energía 1 2 3 4 
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3. Me siento con vida 1 2 3 4 

4. Me siento enojado/a 1 2 3 4 
5. Me siento frustrado/a por dentro 1 2 3 4 
6. Estoy irritado/a 1 2 3 4 
7. Siento un cansancio terrible. 1 2 3 4 

8. Me siento agotado/a 1 2 3 4 

9. Me siento con pereza 1 2 3 4 

10. Me siento con desasosiego 1 2 3 4 
11. Me siento preocupada/o 1 2 3 4 
12. Me siento inquieto/a 1 2 3 4 

13. Me siento melancólico/a 1 2 3 4 

14. Siento pereza en hacer cualquier cosa 1 2 3 4 

15. No puedo concentrarme en las cosas 1 2 3 4 
16. No me siento alegre. 1 2 3 4 
17. Me siento lleno de cosas en la mente que no

puedo trabajar 

1 2 3 4 

18. Me siento triste 1 2 3 4 

19. Siento náuseas 1 2 3 4 

20. Me duele todas las partes del cuerpo 1 2 3 4 
21. Siento la cabeza pesada y/o me duele la

cabeza. 

1 2 3 4 

22. Siento duro el cuello y/o la espalda 1 2 3 4 
23. Me duele la espalda inferior 1 2 3 4 
24. Tengo la vista cansada 1 2 3 4 
25. Siento palpitaciones y dificultad para

respirar 

1 2 3 4 

26. Me siento mal del estómago y/o intestino 1 2 3 4 
27. No tengo apetito 1 2 3 4 
28. Tengo estreñimiento y/o diarrea 1 2 3 4 
29. No puedo dormir bien 1 2 3 4 

Ｃ Son preguntas sobre las personas que lo rodean. Por favor marque con un círculo el más 

apropiado. 

Muchísimo Bastante Un poco Nada en 

absoluto 

¿Con cuanta libertad pueden hablar con las 
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siguientes personas? 

1. Jefe 1 2 3 4 

2. Colega de trabajo. 1 2 3 4 

3. Cónyuge, familia, amigos, etc. 1 2 3 4 

Cuando está con problemas, ¿Qué tanto se puede 

confiar en las siguientes personas? 

    

4. Jefe 1 2 3 4 

5. Colega de trabajo. 1 2 3 4 

6. Cónyuge, familia, amigos, etc. 1 2 3 4 

¿Qué tan bien le escucharán las siguientes personas 

cuando pida consejo sobre asuntos personales? 

    

7. Jefe 1 2 3 4 

8. Colega de trabajo. 1 2 3 4 

9. Cónyuge, familia, amigos, etc. 1 2 3 4 

 
 

Ｄ Nivel de satisfacción 

 

 Satisfecho Algo 

satisfecho 

Algo 

insatisfecho 

Insatisfecho 

1. Estoy satisfecho con mi trabajo 1 2 3 4 

2. Estoy satisfecho con mi vida 

familiar 

1 2 3 4 
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Simpleng palatanungan para sa Stress na mula sa Trabaho(57 Item) 

Numero 

Pangalan  Kasarian  Numero 
Lalaki Babae 

Halimbawa ng marka 
Mabuting halimbawa 
Masamang halimbawa 

1.Huwag magsulat saan man sa papel na ito maliban na lang sa hanay kung saan
dapat ilagay ang sagot 
2.Mariing maglagay ng marka gamit ang itim o na lapis o ballpen upang sumagot.

A. Ang mga sumusunod ay tungkol sa inyong trabaho. 
  Markahan ang pinaka-angkop para sa iyo. 

 Oo, Medyo oo, Hindi masyado, Hindi 

1.Napakarami kong trabahong kailangang gawin
2.Hindi ko natatapos ang trabaho sa loob ng nakatakdang oras
3.Kailangan kong magtrabaho nang maigi
4.Kinakailangang talagang magtuon ako ng pansin
5.Mahirap ito na trabaho na nangangailangan ng mataas na antas ng kaalaman at
teknolohiya 
6.Kailangan palaging mag-isip tungkol sa trabaho sa mga oras ng trabaho
7.Ito ay isang trabahong masyadong ginagamit ang katawan
8.Maaari akong magtrabaho sa sarili kong bilis
9.Posible kong pasyahan sa aking sarili ang pagkakasunud-sunod at paraan sa
pagsawa ng trabaho. 
10.Maaari kong sabihin ang sarili kong opinyon tungkol sa mga patakaran sa trabaho
sa lugar na pinagtatrabahuhan ko 
11.Kaunti lang ang gamit ng aking kasanayan at kaalaman sa aking trabaho
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12.Mayroong salungatan ng opinyon sa loob ng aking departamento sa trabaho 
13.Hindi nakakasundo ang aking departamento sa mga ibang departamento ng 
kompanya 
14.Palakaibigan at mababait ang mga tao sa lugar na pinagtatrabahunah ko 
15.Hindi mabuti ang kapaligiran sa trabaho (ingay, liwanag, temperatura, 
bentilasyon, atbp.) ng lugar na pinagtatrabahuhan ko 
16.Angkop sa akin ang mga pinagagawa sa akin sa trabaho ko 
17.Nagbibigay kasiyahan sa aking ang trabahong ito 
 
B.Ang mga sumusunod ay tungkol sa iyong kondisyon sa kamakailang 1 buwan. 
Markahan ang pinaka-angkop para sa iyo. 
 
 Halos wala,Mayroon paminsan-minsan,Madalas mayroon,Mayroon halos palagi 
 
1.Maliksi ang aking pakiramdam 
2.Puno ako sa sigla 
3.Pakiramdam ko na puno ako sa buhay 
4.Nakaramdamako ng galit 
5.May galit sa akin kalooban 
6.Labis ang nararamdaman kong pagod 
8.Hapong -hapo ako 
9.Matamlay 
10.Masyadong tensyonado ang aking isip 
11.Balisa ako 
12.Hndi ako mapakali 
13.May deperesyon ako 
14.Ang lahat ng bahay na ginagawa ko ay magulo at nakaka-abala sa akin 
15.Hndi ako makapagtuon ng pansin sa mga bagay-bagay 
16.Nalulumbay ako 
17.Hindi ako makapagtuon ng pansin sa aking trabaho 
18.Nakaramdam ako ng pagkalungkot 
19.Nakaramdam ako ng pagkahilo 
20.May pananakit sa aking mga kasukasuan 
21.Mabigat at masakit ang aking ulo 
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22.Naninigas ang aking leeg at balikat
23.Masakit ang aking likod
24.Pagod ang aking mga mata
25.May palpitasyon ako at kinakapos ang aking hininga
26.Masama ang kondisyon ng aking tiyan
27.Wala akong ganang kumain
28.May pagtitibi o pagtatae ako
29.Hindi sapat ang aking tulog

C.Ang mga sumusunod ay tungkol sa mga taong nakapaligid sa iyo.Markahan ang 
pinaka-angkop para sa iyo 

Labis,Medyo,Hindi masyado,Hndi na 

Gaano kadali para sa iyo na makipag-usap sa sumusunod na mga tao? 
1.Amo o Manager
2.Mga kasamahan sa trabaho
3.Asawa, pamilya, kamag-anak, kaibigan,atbp

Kapag may problema ka, makakaasa ka ba ng tulong mula sa sumusunod? 
4.Amo o Manager
5.Mga kasamahan sa trabaho
6.Asawa, pamilya, kamag-anak, kaibigan,atbp

Kung hihiling ka ng payo para sa iyong personal na problema, makakaasa ka bang 
mabigyan ng payo ng sumusunod? 
7.Amo o Manager
8.Mga kasamahan sa trabaho
9.Asawa, pamilya, kamag-anak, kaibigan,atbp

D.Ang sumusunod ay tungkol sa iyong kasiyahan. Markahan ang pinaka-angkop 
para sa iyo. 
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Nasisiyahan,Medyo nasisiyahan,Medyo hindi nasisiyahan,Hindi nasisiyahan 
1.Nasisiyahan ako sa aking trabaho 
2.Nasisiyahan ako sa pamumuhay kasama ng aking pamilya 
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労災疾病臨床研究事業費補助金 

分担研究報告書 

インドネシア語版職業性ストレス簡易調査票の開発とその日本における適用 

研究分担者 小田切　優子 東京医科大学公衆衛生学分野 講師 

Ａ.研究背景および目的 

平成 27 年より始まった改正労働安全衛生法

によるストレスチェック制度では、従業員 50

人以上のすべての事業場において質問票による

ストレス調査を実施することを事業者に課して

いるもので、外国人労働者にもその機会を提供

する必要がある。そのためには外国語版職業性

ストレス簡易調査票の標準化が必要であり、本

分担研究ではインドネシア語版職業性ストレス

簡易調査票の開発を行うこととなった。 

平成 29 年末時点で日本在留の外国人は 256

万人おり、在留カード及び特別永住者証明書上

の国籍でインドネシア人は 10位、49，982人（構

成比2.0％) (前年比16.6％増)となっている１）。

平成 30年 12月に出入国管理及び難民認定法が

改正され、あらたな外国人材受け入れのための

在留資格が創設された。これにともない、今後、

日本国内の外国人労働者が増加することが見込

まれており、インドネシア人労働者も増加する

と予想される。したがって、信頼性と妥当性が

確認されたインドネシア語版職業性ストレス簡

易調査票は必須である。また、調査票はストレ

スチェック制度での使用を主目的とした活用が

期待されることから、高ストレス者に該当する

と判断するための点数の検討や、ストレスチェ

研究要旨 

平成 27年より始まった改正労働安全衛生法によるストレスチェック制度は、従業員 50人以上の

すべての事業場において質問票によるストレス調査を実施することを事業者に課しているもので、

外国人労働者にもその機会を提供する必要がある。そのためには外国語版職業性ストレス簡易調査

票の標準化が必要であり、本分担研究ではインドネシア語版職業性ストレス簡易調査票の開発を担

当することとなった。平成 30年度は、インドネシア大学医学部の産業保健を専門とする研究者ら

に協力する形でインドネシア語版新職業性ストレス簡易調査票が開発された。開発の過程は、当該

調査票の日本語からインドネシア語への翻訳、逆翻訳、オリジナルの日本語版新職業性ストレス簡

易調査票開発に関わった研究者らによる逆翻訳に対するフィードバック、インドネシア国内での産

業保健等の専門家による検討を行って、インドネシア国内での最終版インドネシア語版新職業性ス

トレス簡易調査票が完成した。インドネシア国内において労働者を対象にインドネシア語版新調査

票を実施して心理測定学的検討を行ったところ、一部の尺度は寄与率が低いことからインドネシア

語版新職業性ストレス簡易調査票では削除されることとなった。これにはインドネシアと日本の間

にある労働に対する価値観や文化の違いが関与している可能性がある。Cronback-α信頼性係数は

3 項目以上で構成される尺度で 0.62 以上あり良好であった。日本国内のストレスチェック制度で

インドネシア語版を使用する場合は、日本人に使用する場合と同様に 57項目版が推奨されるため、

インドネシア国内版では削除された項目も含めて、日本国内用インドネシア語版職業性ストレス簡

易調査票 57項目を準備し、次年度に日本国内在住のインドネシア人労働者を対象にデータを収集

し検討する予定である。 
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ック制度の主目的である一次予防に資するもの

として職場環境改善のために活用できるか否か

の検討も必要と考えられる。 

本研究は 3 年計画であり、初年度の平成 30

年度は、インドネシア語版職業性ストレス簡易

調査票の開発を目的とした。 

Ｂ.研究方法 

 日本語版新職業性ストレス簡易調査票 80 項

目のインドネシア語版を、インドネシア大学医

学部地域医療学講座および同大学産業保健学講

座の研究者らに協力して作成した。はじめに日

本語からインドネシア語への翻訳、続いてイン

ドネシア語から日本語への逆翻訳を、それぞれ

インドネシア大学の翻訳者が行った。この逆翻

訳日本語版について、オリジナルの調査票の開

発者である東京大学大学院精神保健学川上憲人

教授、北里大学医学部公衆衛生学井上彰臣講師

および分担研究者の小田切が検討し、意味の不

鮮明な点や日本語版との相違についてインドネ

シア人研究者にフィードバックした。インドネ

シア国内において、産業保健の専門家、精神科

医、産業医、人事部門スタッフからなるグルー

プで項目内容の見直しを行い、暫定版調査票が

出来上がった。この暫定版調査票をインドネシ

ア国内の複数名の労働者に回答してもらい認知

的ブリーフィングを行った。この結果をもって

さらに項目の修正を行い、インドネシア語版新

職業性ストレス簡易調査票とした。 

インドネシア国内の 2事業場の労働者を対象

に新職業性ストレス簡易調査票を配布し、得ら

れたデータを因子分析し妥当性を、Cronback-

α係数を計測し信頼性を検討した。なお、研究

内容はインドネシア大学医学部で承認を受けて

実施されている。 

Ｃ.研究結果 

 分担研究者はインドネシア語版から日本語版

に逆翻訳された 60項目の内容を確認し、翻訳漏

れ、表現内容の確認が必要な項目についてイン

ドネシア研究者にフィードバックした。ストレ

ス要因である働きがい（a17）の質問項目「働き

がいのある仕事だ」、支援の項目（c53-55）の「あ

なたの個人的な問題を相談したら次の人達はど

のくらいきいてくれますか」という設問がイン

ドネシア語への翻訳に若干の困難を生じていた。

またストレス反応項目のうち、活気、イライラ

感の一部の項目について、ニュアンスの違いを

指摘した。日本語版とインドネシア語版で、表

現の強さが同等となるよう工夫した。 

インドネシア国内のエネルギー関連企業 2事

業場でインドネシア語版新職業性ストレス簡易

調査票を実施し、全項目への回答を得ることが

できた 438人の労働者データを検討した。80項

目の因子分析にて因子負荷量が 0.4以上の項目

を残すプロセスを繰り返し実施して 17 項目を

削除し、第一主成分を構成する項目を内容的に

整理して、13因子、63項目からなるインドネシ

ア語版新職業性ストレス簡易調査票が出来上が

った。この過程で、仕事のストレス要因のうち、

仕事の質的負担（3項目）、身体的負荷、職場環

境の項目、および同僚からの支援 3項目と上司

からの支援 1項目等がインドネシア語版では削

除された。構成する 13因子の Cronback-α信頼

性係数の各数値は 0.62～0.88で高かった。（現

在投稿準備中） 

日本国内におけるインドネシア語版職業性

ストレス簡易調査票は、主にストレスチェック

制度において用いられることから、日本国内版

インドネシア語版職業性ストレス簡易調査票は、

日本語と同じ 57 項目として準備することとし

た。 

Ｄ.考察 

 インドネシア大学医学部の研究者らの協力を得

てインドネシア語版新職業性ストレス簡易調査票

が作成され、オリジナルの 57 項目を含め心理測

定特性の検討が行われ、高い内的信頼性および因

子的妥当性が示された。 

インドネシア国内の労働者のデータによる検討
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で仕事の質的負担および同僚からの支援、上司か

らのサポートの項目が削除された理由は、この 2

尺度の質問項目の寄与率が低かったためである。

このことについては、インドネシア人の労働に対

する意識の違いが関与している可能性が考えられ

る。仕事の質的負担の項目は「かなり注意を集中

する必要がある」「高度の知識や技術が必要な難

しい仕事だ」「勤務時間中はいつも仕事のことを

考えていなければならない」の 3項目である。こ

れら質的負担が、インドネシア人の対象者に課さ

れていなかったりストレス要因と認識されていな

い可能性がある。今回の対象はインドネシア国内

のエネルギー関連企業で働くホワイトカラー労働

者であり、一定以上の質的負荷も存在すると思わ

れたが、業務内容の詳細を把握できておらずこれ

以上の考察はできない。少なくとも次年度以降の

日本国内在勤のインドネシア人労働者のデータに

ついては、幅広い業種や職種から取得するよう努

力し、このことが文化的な認識の違いによるもの

なのか検討する必要がある。 

 同僚からの支援の 3 項目、上司からの支援の 1

項目が削除されたことについても、文化的違いが

関与している可能性が考えられる。同僚からの支

援については、在日 20年となるインドネシア人で、

日本におけるインドネシア人技能実習生の支援を

行っている国際支援員から得た情報によると、イ

ンドネシア人の楽しみは仲間と良く会話し時間を

共有することであり、親と教師と職場や学校での

先輩は絶対的存在で、彼らに従い、またとても大

切にしているとのことであった。インドネシア人

労働者は他の外国人労働者と同様、ないしはそれ

以上に親族・友人を頼る傾向が強いという指摘も

ある２）。したがって同僚からの支援の質問項目に

あるような「気軽に話ができる」「困ったとき助け

になる」「個人的な問題を相談したらどのくらい

きいてくれるか」は当然のごとく行われている結

果、ストレスと関連が低かった可能性がある。  

一方、次年度以降、日本国内で就業するインド

ネシア労働者の検討にあたっては、対象者が就労

している立場や、職場の業種や職種も勘案して検

討することが求められよう。インドネシア人の在

留者 49,982人のうち、技能実習生が 21,894人

と半数近くを占めている。技能実習生は日本で

技術、知識を身に着けること、日本で働いた経

歴に裏付けられる将来に重きを置き、また技能

実習に参加するにあたって経済的負担を伴って

来日する背景から、両親や自分を送り出して応

援してくれている人々への感謝と恩返ししたい

という言葉を口にするものが多いという 3)。こ

のような特性が、職業性ストレス、特にストレ

ス要因に対する認知に影響する可能性があり、

検討にあたっては注意が必要となるであろう。

一方、日本国内の高度外国人材を対象とした先行

研究において、「仕事の質的負担」と「職場の対人

関係によるストレス」を行動外国人材がより強く

感じており、「仕事の量的負担」と「職場環境」に

よるストレスは日本人より低かったという。また、

高度外国人材は、上司からのサポートは得られて

いるがそれが職場での対人関係でのストレスを弱

める緩衝要因にはなっておらず、自らの国籍とは

異なる上司の言動をむしろ対人関係に関するあら

たな課題と捉えている可能性が指摘されている４）。

したがって、文化的差異のみならず、どのような

立場で働いているかによって、従来の職業性スト

レスモデルの枠組みでは説明できない知見が示さ

れる可能性がある。 

来年度、日本国内で働くインドネシア人を対象

に本調査票を実施し日本国内用のインドネシア語

版職業性ストレス簡易調査票を完成させる。当該

調査票を使用して、在日インドネシア人労働者の

メンタルヘルス対策の在り方、さらには彼らが働

く事業場の職場環境改善をどのように行うことが

できるかを考えたい。 

 

Ｆ.健康危険情報 

なし 

 

Ｇ.研究発表 

なし 
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Ｈ.知的財産権の出願・登録 

特に記載するべきものなし 

Ｉ.参考文献 
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平成30年度 労災疾病臨床研究事業費補助金 

分担研究報告書 

「アジア圏における職業性ストレスに関する研究の動向：海外文献レビュー」 

研究分担者 浦川　加代子 順天堂大学保健看護学部 教授 

Ａ.研究背景および目的 

近年、少子高齢化によって日本の労働人口は減

少しており、特に中小企業の人出不足は深刻な

状況にあることから、政府によって外国人労働

者の受け入れ拡大をめざし2019年4月に改正入

国管理法が施行される。新たな在留資格である

「特定技能」を 2段階で設け、従来認めてこな

かった単純労働分野への受け入れにも道を開き

14業種での受け入れを想定しており、特定技能

1 号での外国人受け入れ人数が 5 年間で最大約

34万５千人が想定されている。 

現在、日本国内に住む外国人人口は、統計比較

が可能な 2014 年以降増加傾向にあり、約 249

万７千人である（2018年 1月 1日時点）1）。年

代別では 25歳～29歳が最も多く 15％を占めて

おり、20歳代を中心とした若い働き手である生

産年齢人口が全体の 85％である。 

厚生労働省による「外国人雇用状況」の届出状

況まとめ（2017 年 10 月末時点）では、外国人

労働者数は、1,278,670人（前年同期比 194,901

人、18.0％の増加）、2007 年に届出が義務化さ

れて以来、過去最高を更新している。雇用事業

所数は 194,595カ所で過去最高を更新している。

日本で働いている外国人労働者の 95％以上が

アジア系外国人である。 

国別労働者数では、中国が最も多く 372,263人

研究要旨 

 アジア圏の職業性ストレスに関する研究の知見を明らかにする目的で、88編の文献を検討した。

その結果、インドを除いてはバーンアウトに関する研究を中心にメンタル不全者の早期発見・対応、

相談体制・職場復帰に関する体制づくりに関連した研究の知見が蓄積されつつあるが、労働者の休

職後の職場復帰訓練や精神障害等の症状に対する事例への対応に焦点をあてた研究は、まだ数少な

く今後の研究課題であることが明らかになった。 

国別の研究では、中国は、職業性ストレスに関連した各種の尺度開発が多く実施されており、最

近は労働者個人を対象とした第 2次・3次予防的な対策（第 4区分）の効果判定に関する研究へと

進展している。韓国では、職場でのストレス管理および精神健康増進の重要性が認識されており、

心理社会的ストレスに着目した研究が多くみられる。台湾では、労働安全衛生に関する方針を明確

にしていることから、今後さらに研究が進展していくことが予測される。 

一方、インドでは、研究対象者が第一次産業に従事する労働者であり、心理社会的ストレスに関

する内容やメンタルヘルス不全者の早期発見・対応につながる内容が見当たらない。また、その他

の国としてタイ、イラン、モンゴル、インドネシア、レバノン、トルコ、イエメン、フィリピンで

の研究は少なくこれから知見を蓄積していく段階であることが明らかになった。 

このようにアジア圏における職業性ストレス研究は国別に進展の差が大きく、労働者個人を対象

とした第 2次・3次予防的な対策は欧米のように優勢ではないが、すでに始まっており今後増加し

ていくことが予測された。 
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（外国人労働者全体の 29.1％）、次いでベトナ

ム 240,259人（同 18.8％）、フィリピン 146,798

人（同 11.5％）の順である。対前年伸び率は、

ベトナム（39.7％）、ネパール（31.0％）が高く

なっている。外国人労働者数が増加した要因と

しては、政府が推進している高度外国人材や 留

学生の受入れが進んでいること、雇用情勢の改

善が着実に進み、「永住者」や 「日本人の配偶

者」等の身分に基づく在留資格をもつ人々の就

労が増えていること、技能実習制度の活用が進

んでいること等が背景にあると考えられている

2）。 

日本で働く外国人労働者は、異文化ストレスと

職場における仕事ストレスの両方を受けている。

日系ブラジル人の場合、民族的には日本人であ

るが育った文化的背景はブラジル人であるとい

うアイデンティティの葛藤が生じ、そこでの適

応がうまくいかないとうつ病・適応障害などの

発病の要因になりうると報告されている。職場

が同国人のコミュニティから孤立した環境であ

る場合や、コミュニティがほとんどないアジア、

アフリカからの外国人労働者にとって異文化ス

トレスはより強いことが指摘されている。また、

職場では「仕事に関するストレス」を感じてい

る者が半数以上を占めており、汚い・きつい・

危険な 3K 労働に従事しながら低賃金で雇用不

安を抱えている状況がある。このような熟練を

要しない単純労働に従事する外国人労働者だけ

でなく、政府は留学生の国内就労を支援し大卒

以上の学歴と専門能力を備えた高度外国人材の

確保によって、グローバル化にも対応しようと

している 3）。外国人労働者が安心して長く働け

る環境を整備していくには、言語やコミュニケ

ーションの問題や生活困りごとに対処するだけ

でなく、職場での仕事満足度を高めることで離

職を予防し異文化適応を促進する支援が必要に

なると考えられる。 

労働者の働く環境が厳しい状況にあるのは、外

国人労働者に限ったことではない。2016年度の

調査では、日本人労働者の 60.9％が職業性スト

レスを感じているという報告があり、 

現在の仕事や職業生活に関することで、強いス

トレスとなっていると感じる事柄がある労働者

の割合は 59.5％となっている。 強いストレス

の内容（３つ以内の複数回答）をみると、「仕事

の質・量」が 53.8％と最も多く、次いで「仕事

の失敗、責任の発生等」が 38.5％、「対人関係

（セクハラ・パワハラを含む）」が 30.5％とな

っている 4）。職業性ストレスには、長時間勤務

や加重労働による身体的ストレスと、低裁量度、

高要求度、低支援度の仕事、努力と報酬の不均

衡、雇用不安などの心理社会的ストレスがある。

職業ストレスの中でも、「対人関係からのスト

レス」が一番大きなストレス要因であることが

指摘されている。そのため緩衝要因である上司

および同僚からのソーシャルサポートを形成す

る取り組みがなされている。 

 このような状況を背景に労働者のメンタルヘ

ルス不調に対して早期発見、早期介入を目的と

して、2015年労働安全衛生法が改正され、常時

50 人以上の労働者を使用する事業者には 57 項

目の職業性ストレス簡易調査票(The Brief Job 

Stress Questionnaire: BJSQ)を標準としたスト

レスチェックを年 1回実施し、労働者からの希

望があれば産業医等による面接が義務付けられ

た。職業性ストレス簡易調査票を用いることで、

「職業性ストレスの要因」「ストレス反応」「満

足度」「ソーシャルサポート」を測定できる。 

職業性ストレスの要因は、心理的な仕事の量的

負担、心理的な仕事の質的負担、自覚的な身体

的負担度、職場の対人関係でのストレス、職場

環境によるストレス、仕事のコントロール度、

仕事の適性度、技能の活用度、働きがいの 9つ

の下位尺度から構成され 4 件法で測定する。

2017年6月末の時点でストレスチェックは実施

義務のある事業場の 82.9％で実施され、78.0％

の労働者が受けている。 

しかし、特に中規模事業場においては、外国人

労働者に対しては十分に対応していないことが

報告されている。その理由として、文化的な背
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景が異なり、ストレスチェック調査票に回答す

る必要性を感じない、個人にメリットがないこ

とには協力しない、仕事に直接関係しないこと

には負担感がある、回答の記入漏れやミスがあ

って内容が不十分、ストレスチェック調査票が

母国語に対応していないなどが挙げられている

5）。また、アジア人の特徴として、欧米人に比

べてメンタルヘルス不調に対するスティグマが

大きいため、何らかの不調に気づいても表出す

ることができず適切な対処をしないことが指摘

されている。このような特性に加え、仕事を失

いたくないことから不調を隠して働き続ける場

合もある 6）。 

外国人労働者を対象としたストレスチェックの

重要性は高まっているが、ストレスチェックの

実施には、実施環境の整備や方法の工夫だけで

なく翻訳した尺度の信頼性、妥当性の検討が急

務とされている。このことから、平成 30年度労

災疾病臨床研究事業費補助金によって職業性ス

トレス簡易調査票の外国語版の作成に関する研

究（研究代表者、横山和仁）が実施されている。 

本研究では、外国人労働者のメンタルヘルス不

調の早期発見に向けて、職業性ストレス尺度の

各言語への翻訳と関連して、日本で働く外国人

労働者の大部分を占めるアジア圏において、現

地企業の物理的・心理社会的職場環境および職

場ストレスマネジメントの現状を把握し、職業

性ストレスに関する研究の知見を明らかにする

ことで、本邦で実施されるメンタルヘルス不調

の早期発見や支援を検討する際の一助となると

考えた。 

【目的】 

アジア圏における各国の職業性ストレスに関す

る研究からの知見を明らかにする。 

Ｂ.研究方法 

2018年8月、医学中央雑誌Web版によって、「職

業性ストレス」と「アジア」をキーワードに検

索し 157編の中から、解説 5編、総説 4編、特

集 2編を除く 146編の論文を抽出した。国別の

論文数は、日本が 57編と最も多く、中国（香港

2編、上海 1編）21編、韓国 20編、台湾 14編、

インド 12編であり、その他９カ国は 5編以下で

あった。東南アジア地域を対象とした 1編は国

の特定ができないため除外し、日本の論文を除

く 88編を分析対象とした。 

Kompier and Macelissen (1990)が示した職場に

おけるストレスマネジメントの枠組みを用いて

各文献を検討する。この枠組みは、働きかけの

対象が職場の「作業環境」と「労働者」なのか、

予防対策が「第 1 次予防」か「第 2 次・3 次予

防」なのかという 2 つの要素を組み合わせた 4

つの活動区分で示される 7）。 

4 つの活動区分は、第 1 区分：作業時間・内容

などの職場環境のストレス要因の評価と対策、

第 2区分：メンタルヘルス不全者の早期発見・

対応、相談体制・職場復帰に関する体制づくり、

第 3区分：労働者個人を対象とした生活習慣改

善、ストレスに関する教育・研修、健康診断・

健康づくりにおけるストレス対策、第 4区分：

休職後の職場復職訓練、精神障害等の症状に対

する精神療法やリラクゼーション法の実施など

事例への対応からなる。 

分析対象の論文の内容が、4 つのストレスマネ

ジメントのどこに焦点を当てて研究されている

かを分類することで、各国の職場性ストレスに

関する研究の動向を把握できると考えた。 

Ｃ.研究結果 

抽出された88論文を国別に、中国、韓国、台

湾、インド、その他（９カ国）として、各文献

内容から「筆頭著者名」、「発行年」、「研究

目的」、「対象」、「使用した尺度」、「結

果」の項目ごとに分類した。 

中国における職業性ストレスに関する研究論文

では、2004年から2017年まで21編が抽出され、
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医師・看護師・ヘルスケア従事者などの医療関

係者を対象とした研究が8編であった。韓国で

は、2006年から2016年まで20編が抽出され2010 

年以降の研究が18編と多いことが特徴である。

台湾では、2001年から2015年まで14編が抽出さ

れ、半数が医療従事者であり、特に看護師を対

象とした研究が5編であった。インドにおいて

は、2003年から2015年まで12編あり、

第一次産業に従事している労働者を対象として

いることが特徴である。その他の国別では、タ

イ5編と一番多く、次いでマレーシアとイラン

が各4編、モンゴルとインドネシアが各２編で

あった。 

さらに、中国、韓国、台湾、インド、その他の

国別に分類した論文を小林（2005）が引用した 

7）職場における「ストレスマネジメントの枠

組み」（Kompier and Macelissen , 1990）の 

4つの活動区分に当てはめて分類した。この枠

組みは、予防対策として第1次予防、第2次予

防、第3次予防の次元と、対象が職場の作業環

境あるいは労働者個人であるかによって分類さ

れているため、国別の職業性ストレス研究が4

つの活動区分のどこに焦点をあてているかを明

らかにできると考えた。 

一つ目の区分は、①作業時間・内容などの職場環

境のストレス要因の評価と対策として、物理的・

化学的作業環境・温熱・騒音などに関する内容が

含まれた。二つ目の区分は、②メンタルヘルス不

全者の早期発見・対応、相談体制・職場復帰に関

する体制づくりとして、バーンアウト・うつ病・

精神的健康などの内容である。三つ目の区分は、

③労働者個人を対象とした活動区分として、生活

習慣の改善、ストレスに関する教育・研修、健康

診断・健康づくりにおけるストレス対策であり、

身体疾患および症状・外傷・睡眠・疲労・運動・

BMI・喫煙などの内容が含まれた。四つ目の区分は、

④休職後の職場復帰訓練や精神障害等の症状に対

する精神療法やリラクゼーション法の実施など事

例への対応が含まれた。 

Ｄ.考察 

 小林（2005）によれば、欧米の文献レビューか

ら、労働者個人を対象とした第 2 次・3 次予防的

な対策（第 4区分）に入る活動がストレス対策と

して優勢であり、作業環境を取り扱ったものは数

少ないことを報告している 7）。また、ヨーロッパ

７カ国（ドイツ・ギリシャ・アイルランド・イタ

リア・オランダ・スペイン・イギリス）を対象と

したストレス対策に関する調査結果によれば、作

業環境を中心とした第１次予防的な活動（第 1区

分）は、物理・化学的作業環境対策が多く、心理

社会的要因へのアプローチが少ないことが示され

ている。 

 本研究では、第 4区分の「事例への対応」を研

究していたのは中国 2編、マレーシア 1編と少な

かったが、2011年以降はこのような介入研究が実

施されるようになったことがわかる。その内容を

みると、中国では医療従事者を対象に森田療法の

講義を含む心理学的活動を提供して効果をあげて

いた 13）。また、中等教員を対象に簡易認知行動

プログラムを実施して、仕事関連ストレスの軽減

に有効であったと報告している 23）。マレーシア

では、職場健康増進プログラムの一環としての漸

進的筋弛緩法(PMR)が、対象者の主観的なストレス、

不安、抑うつに効果的であったことを報告してい

る 83）。このようにアジア圏では、労働者個人を

対象とした第 2 次・3 次予防的な対策は欧米のよ

うに優勢ではないが、すでに始まっており今後増

加していくと考えられる。 

特に、中国では、職業性ストレスに関連した各種

の尺度開発が多く実施されている。Job content 

questionnaire中国版(C-JCQ)、努力－報酬不均衡

モデル調査票中国版(C-ERI),Maslach Burnout 

Inventory 中国版(C-MBI)14）、中国版職業性スト

レス指標(OSI)15）、努力-報酬不均衡(ERI)アンケ

ートの縮約版 17）、Maslach BO Inventory中国版、

Occupation Stress Inventory 改訂版 18）、

Personal Strain Questionnaire(PSQ)中国語版

21）などがある。 
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2004 年には、仕事内容質問票(JCQ)の中国本土版

のバリデーション研究 31）が実施されており、中

国人を対象とした仕事ストレスの測定法が確立し

たことから、その後の研究が多く実施され、最近

は労働者個人を対象とした第 2 次・3 次予防的な

対策（第 4区分）の効果判定に関する研究へと進

展していると考えられる。中国は人口が多いこと

から、実施される研究の対象者数が多く、バーン

アウト（燃え尽き症候群、Burnout：BO）との関連

では医師や看護師などの医療者を対象としている

研究が多くみられる。 

韓国では 1999 年に業務起因性の腰痛によって労

働者が自殺したことを契機に、労働に関する大き

な社会問題に発展し労働災害法が改正され、2000

年 7月以降は自殺と精神疾患は業務上の事故とし

て補償されるようになった 8）。 

韓国では、職場でのストレス管理および精神健康

増進の重要性が認識されており、心理社会的スト

レスに着目した研究が多くみられる。心理社会的

幸福度指数簡易版(PWI-SF)、韓国労働ストレス尺

度簡易版(KOSS-SF)33）、Korean Occupational 

Stress Scale35）、Effort-Reward Imbalance(ERI)

韓国語版 38）、韓国職場ストレス尺度(KOSS)質問

紙 40）、Korean Occupational Stress Scale簡易

型 42）46）などの測定尺度も確立している。 

2009年には、第 1回韓国労働条件調査(2006年実

施)の結果を第 4 回ヨーロッパ労働条件調査結果

（2005年実施）と比較し、韓国の労働強度と労働

満足度を考察している 50）。また、職業性ストレ

ス対策として、Employees Assistance Program（従

業員支援プログラム、EAP）サービスの活用もされ

ている。一方で、過去 10年間における労働災害や

事故死は減少傾向にあるが、小規模事業所ではリ

スクの確率は高い状態にあることや、雇用者の

30％以上が非正規労働者であり、外国人労働者の

労働災害の発生率が高くなっていることなどの問

題が指摘されている 9）。 

台湾では、②「メンタルヘルス不全者の早期発

見・対応、相談体制・職場復帰に関する体制づ

くり」の区分で、医師を対象とした職業性スト

レスと抑うつとの関係 57）、法律家を対象と

した職業性ストレスとバーンアウトとの関連

60）、看護師を対象として職務ストレスと身体

的健康および精神的健康状態が関連しているこ

とを報告している 63）。2009年、労働安全衛生

(OSH)項目を特定し台湾に適した方針の作成に

ついて検討する目的で、産業労働安全の専門家

および担当者を対象に104の方針に関する指標

を検討し、最も適切な目標は、「労働災害によ

る障害率」、「労働災害による傷害率」、

「2010年以前の職業病」を年間10%低下させる

ことであると報告している 59）。このような

労働安全衛生に関する方針を明確にしているこ

とから、今後さらに研究が進展していくことが

予測される。 

インドの研究では、研究対象者が第一次産業

に従事する労働者であることが特徴である。 

対象者は、ジャガイモ栽培に従事する女性労働者

66）、米収穫作業者 67）、就農児童 68）、自動車修

理工 69）、建設作業員 70）、レンガ製造部門で働く

10代女子 71）、動力織機と手織機を扱う男女職工

72）、炭鉱夫 73）、農業従事者 74）、織物工場労働

者 75）、男子鉱業労働者 76）、手に強い緊張を要す

る作業従事者（肉切り職人・タイピス・,服の仕立

屋・VDT 作業者・職工）77）であり、すべて身体

的に過酷な作業環境にあることがわかる。職業性

ストレスと関連する重労働、長時間労働、暑熱暴

露、作業姿勢などの物理的要因によって生じる生

理学的負担、外傷性パターン、筋骨格障害（MSD）

などの身体的ストレスを中心に研究が実施されて

いる。心理社会的ストレスに関する内容やメンタ

ルヘルス不全者の早期発見・対応につながる内容

が見当たらないのは、インドの社会経済的発展の

特徴と思われる。インドは経済的に発展途上国で

あり貧富の格差が大きく、社会的階級も存在する。 

一般的に、国内の社会経済的な格差が健康格差に

影響していることが知られており、健康格差には、

国家によってその程度やパターンに特徴があるこ
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とが報告されている 10）。例えば、日本、英国、

フィンランドの 3カ国比較では、身体的健康度は

社会経済的地位が低いほど健康度は低い傾向にあ

ることは共通しており、精神的健康度も日本では

同様の傾向を示したが、フィンランドでは地位が

低いほど精神的健康度が高い結果を示し、国家間

の差異が認められた。ワーク・ライフ・バランス、

仕事の心理社会的ストレス、健康リスク行動など

も国家間で違いがある。このことから、インドの

国内では、同じアジア圏の国々と比較して社会経

済的な格差が大きく、そのことが健康格差にも影

響していると考えられる。10代の女子がレンガ製

造部門で重労働に従事していたり、児童が農業に

従事している状況が背景にあることから、職業性

ストレスに関する研究は、第一次産業を中心とし

た物理的環境と身体的ストレスを中心に実施され

ていると考えられる。 

タイの研究は 5編と少なかったが、2014年に Job 

Content Questionnaire タイ語版の開発が行われ

ている 79）ことから、今後の研究は増えていくと

考えられる。マレーシアでは、2011年にグローバ

ル化が労働者に与える職業性ストレスに関する研

究が行われ 85）、2016年には職場健康増進プログ

ラムの一環としての漸進的筋弛緩法(PMR)の介入

効果判定が行われていることから、論文数は少な

いが、職業性ストレスに関する研究内容には新規

性がみられている。 

イランでは 4編の研究のうち 2編が看護師を対象

としており、2011年には仕事のストレス対策の過

程に焦点を当てた Straus と Corbin の grounded 

theory approach を用いた質的研究が行われてい

る 89）。職業性ストレスに関する研究には尺度を

用いた量的研究が多い中で、質的研究からの知見

を得ている点が新しい取り組みである。 

モンゴルでは、医師および看護師を対象として 2

編の研究があり、2011年バーンアウトに関連する

研究 92）、2016年は交替勤務に関連する不眠、眠

気、疲労、ストレスについて検討がされていた 91）。 

その他の国では、インドネシア 2編、レバノン、

トルコ、イエメン、フィリピンは各 1編であった。

トルコでは、2011年、柔道コーチを対象としてト

ルコ版 Maslach Burnout Inventoryが開発されて

いる 96）。2010年、イエメンでは医師を対象とし

てバーンアウトに関連する研究が行われている

97）。 

各国の職業性ストレスとバーンアウト（燃え尽き

症候群、Burnout：BO）に関する研究は、2010 年

前後から始まり全体で 11編あった。内訳では中国

が 6編と最も多く、中国版 Maslach BO Inventory

を使用して近年も継続して研究が実施されている。 

 以上の内容から、アジア圏における職業性スト

レスに関する研究は、インドを除いてはバーンア

ウトに関する研究を中心にメンタル不全者の早期

発見・対応、相談体制・職場復帰に関する体制づ

くりに関連した研究の知見が蓄積されつつあるが、

労働者の休職後の職場復帰訓練や精神障害等の症

状に対する事例への対応に焦点をあてた研究はま

だ数少ないことが明らかになった。このことから、

今後、職場では外国人労働者を対象としたストレ

スチェックの重要性は高まっていくと考えられる

が、ストレスチェックを実施する準備段階として、

まだ労働環境とメンタルヘルスの関連について十

分に理解ができていない外国人労働者に対する個

別の教育や対応が必要であると思われた。 

E.健康危険情報 

なし 

F.研究発表 

産業医学ジャーナル（投稿中） 
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